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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動ホスト装置とのインターフェースとなる補助装置であって、
　双方向通信リンクを前記補助装置と前記ホスト装置との間で確立するように動作する通
信チャネルと、
　前記通信チャネルに通信可能に接続され、かつ複数のアプリケーションを実行するよう
に動作するプロセッサと、
　前記プロセッサに通信可能に接続される入力アセンブリと、を備え、
　前記入力アセンブリは、前記補助装置の背面に配置される背面入力アセンブリと、ヒト
の親指及び４本指が向かい合うという利点を生かすように前記背面入力アセンブリに対し
て配置される正面入力アセンブリとを有し、
　前記入力アセンブリは、組み込まれる入力要素の合計数を最小にするように構成され、
前記入力アセンブリは、少なくとも第１入力要素を前記ホスト装置におけるソフトウェア
アプリケーションの一つ以上の入力機能にユーザ選択に基づいて割り当てることによって
、前記ホスト装置の制御を容易にするようにカスタマイズされることを特徴とする補助装
置。
【請求項２】
　前記プロセッサに通信可能に接続される出力ユニットをさらに備え、前記出力ユニット
は、出力データを、ユーザが少なくとも前記第１入力要素を作動させると出力するように
構成されることを特徴とする請求項１記載の補助装置。
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【請求項３】
　前記出力ユニットは更にスピーカフォンを含むことを特徴とする請求項２記載の補助装
置。
【請求項４】
　前記通信チャネルに通信可能に接続されるストレージユニットをさらに備え、前記スト
レージユニットは複数のデータを保存するように構成されることを特徴とする請求項１記
載の補助装置。
【請求項５】
　前記通信チャネルは更に、データ通信及び音声通信の両方を送信するように構成される
ことを特徴とする請求項１記載の補助装置。
【請求項６】
　前記通信チャネルは、一つ以上の更に別の補助装置とのインターフェースとなるように
構成されることを特徴とする請求項１記載の補助装置。
【請求項７】
　前記プロセッサに通信可能に接続される全地球測位システム（ＧＰＳ）ユニットをさら
に備え、前記ＧＰＳユニットは、前記補助装置の測位データを前記ホスト装置に送信する
ように構成されることを特徴とする請求項１記載の補助装置。
【請求項８】
　前記通信チャネルは更に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続、赤外線接続、Ｗｉ－Ｆｉ接続、及
びＷｉ－Ｍａｘ接続の内の少なくとも一つを含む無線データ接続を含むことを特徴とする
請求項１記載の補助装置。
【請求項９】
　前記ストレージユニットは、ＳＤメモリカード、ミニＳＤメモリカード、マイクロＳＤ
メモリカード、及びコンパクトフラッシュ（登録商標）カードから成るグループから選択
される一つのカードを含む取り外し可能なメモリユニットを含むことを特徴とする請求項
１記載の補助装置。
【請求項１０】
　補助装置を制御する方法であって、
　データをホスト装置と補助装置との間で双方向に送信するように構成される通信チャネ
ルを確立するステップと、
　ストレージユニットを、前記通信チャネルに通信可能に接続し、かつ一つ以上のデータ
を保存するように構成するステップと、
　前記ストレージユニット、前記通信チャネル、及び前記入力アセンブリに通信可能に接
続される補助プロセッサを、一つ以上のデータを実行するように構成する、ステップとを
含み、
　前記入力アセンブリは、一つ以上の表面に、入力要素の操作によるヒューマン入力を受
け付けるように構成される複数の入力要素を含み、前記入力アセンブリは、前記ホスト装
置の制御を容易にするようにカスタマイズされ、これらの入力要素の内の少なくとも一つ
の入力要素は更に、前記ホスト装置におけるソフトウェアアプリケーションの一つ以上の
機能にユーザ選択に基づいて選択的に割り当てられるように構成されており、
　前記補助装置の背面に背面入力アセンブリが配置され、ヒトの親指及び４本指が向かい
合うという利点を生かすように前記背面入力アセンブリに対して正面入力アセンブリが配
置されていることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記通信チャネルを確立するステップは、前記通信チャネルを、データ通信及び音声通
信の両方を送信するように構成するステップを含むことを特徴とする請求項１０記載の方
法。
【請求項１２】
　複数のホスト装置を制御する方法であって、
　補助装置と前記複数のホスト装置の少なくとも１つとの間に通信リンクを確立するステ
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ップであって、前記補助装置は：
　データを、前記複数のホスト装置と前記補助装置との間で双方向に送信するように構成
される通信チャネルと、
　前記通信チャネルに通信可能に接続され、かつ複数のデータを保存するように構成され
るストレージユニットと、
　複数の入力要素を含む入力アセンブリであって、前記ホスト装置の制御を容易にするよ
うにカスタマイズされ、少なくとも第１入力要素が、前記ホスト装置の一つ以上の入力機
能に選択的に割り当てられる、入力アセンブリと、
　前記通信チャネル及び前記入力アセンブリに通信可能に接続され、かつ一つ以上のデー
タを処理するように動作するプロセッサとを備える、ステップと、
　少なくとも前記第１入力要素を作動させて、前記第１入力要素に選択的に割り当てられ
た前記ホスト装置の機能の内、少なくとも第１機能を、前記通信チャネルを使用して制御
するステップとを含み、
　前記補助装置は、前記入力アセンブリを構成して、少なくとも第１入力要素を含む少な
くとも第１入力アセンブリを有し、前記第１入力要素は第１表面に配置されており、
　前記第１入力アセンブリは更に、ヒトユーザの対向する親指及び４本指の身体的機能を
最適化するように構成されることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記補助装置を設けるステップは、前記プロセッサに通信可能に接続される出力ユニッ
トを設けるステップをさらに含み、前記出力ユニットは、出力データを、ユーザが少なく
とも第１入力要素を作動させると出力するように構成されることを特徴とする請求項１２
記載の方法。
【請求項１４】
　前記出力ユニットは、スピーカフォンを有することを特徴とする請求項１３記載の方法
。
【請求項１５】
　前記補助装置は、前記通信チャネルを、データ通信及び音声通信の両方を送信するよう
に構成することを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　前記補助装置は、前記通信チャネルを、一つ以上の更に別の補助装置とのインターフェ
ース接続を行なうように構成されることを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１７】
　前記補助装置は、前記プロセッサに通信可能に接続される全地球測位システム（ＧＰＳ
）ユニットを有し、前記ＧＰＳユニットは、前記補助装置の測位データを前記ホスト装置
に送信するように構成されることを特徴とする請求項１２記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００５年１０月１１日出願の米国特許出願第１１／２４９，００９号の利
益、及び２００６年９月１１日出願の米国特許出願第１１／５１９，４３５号の利益を主
張するものである。米国特許出願第１１／２４９，００９号及び米国特許出願第１１／５
１９，４３５号の内容を参照することにより、内容全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　次の記述は、電子機器とのインターフェースとなる携帯型入力アクセラレータ装置に関
するものであり、電子機器として、携帯電話機、携帯情報端末（「ＰＤＡｓ」）、ポケッ
トパーソナルコンピュータ、スマートフォン、携帯型ゲーム機器、バーコードリーダ、Ｍ
Ｐ３プレーヤ、及びキーパッドまたは一つ以上の入力要素を有する他の同様の入力デバイ
スを挙げることができ、次の記述は更に、携帯型入力アクセラレータ装置に使用されるヒ
ューマンインターフェース入力システムに関するものである。
【背景技術】
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【０００３】
　電子機器は、処理能力の価格比が割安になり、同時に小型機器に対する消費者の要求が
高まっていることが部分的な要因となって、益々高機能化し、かつ物理的に小型化してい
る。しかしながら、このような機器は、機器とのインターフェースとなってデータ入力（
例えば、テキスト入力、数字入力、及び機能入力）、及び／又はデバイス制御を行なえる
ユーザの能力によって機能面及び実用面で制限され易く、このデータ入力及び／又はデバ
イス制御は、データ入力及び／又はデバイス制御のために使用される入力要素を位置決め
するための機器表面上の利用可能なスペースが小さくなり続けているので、益々難しくな
る。
【０００４】
　更に、テキスト中心のアプリケーション（例えば、ｅ－ｍａｉｌデータの入力、インス
タントメッセージング、ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）、及びＭＭＳ（マルチメ
ディアメッセージングサービス））、リストナビゲーションアプリケーション（例えば、
歌の長いリストをスクロールダウンして一つの歌を選択するような１次元または２次元ナ
ビゲーション）、及びゲームアプリケーション（例えば、一人称視点の運転ゲームでの自
動車のハンドル操作）のようなアプリケーションの使用が増えると、携帯電話機のような
電子機器のキーパッドは益々、データ入力、ゲームプレイ、長いリストからのアイテムの
選択、ウェブブラウジング、及びアプリケーション起動の速度、正確さ、及び容易さに関
してボトルネックとなってくる。
【０００５】
　例えば、多くの携帯型電子機器、特に携帯電話機では通常、Ｄパッドを、歌のリストの
ようなアイテムリストをアイテムごとに上下方向に辿るための主要手段として使用する。
しかしながら、このようなアイテムごとのスクロールは通常、特にリストが数百ものアイ
テムを含む場合には、リストの先頭アイテムからリストの末尾アイテムを辿るためには非
効率的である。これらの電子機器のほとんどは、ユーザにページアップ及びページダウン
機能を提供し、これによってユーザは多数のアイテムを一度にスクロールすることができ
る、例えば或るアプリケーションでは、ページ当たり１０個のアイテムを結合することが
できるが、多くの場合、このようなページアップ及びページダウン機能は、一つ以上の入
力要素、すなわち通常キーパッドを構成する入力要素を複数回叩く、または押下すること
により実行する必要がある。このようなページアップ及びページダウン機能を呼び出すた
めに必要になるタップ回数の特定数、または入力要素の特定数は通常、アプリケーション
開発者の嗜好によって変わるので、同じ電子機器内でもアプリケーションごとに異なるこ
とが多い。同じアプリケーションでも、異なる携帯型電子機器の異なるユーザインターフ
ェースを使用して実行することができる。
【０００６】
　携帯型電子機器に関する種々のヒューマンインターフェース入力システム及び方法がデ
ータ入力及びデバイス制御を行なうために開発されている。これらのシステム及び方法と
して、和音入力方式（ｃｈｏｒｄａｌ　ｉｎｐｕｔ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ）、モーダル
入力技術（ｍｏｄａｌ　ｉｎｐｕｔ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ）、及び／又はスマートキー
と組み合わせて使用されるミニチュアキーボード及びキーパッド；及び、オンスクリーン
キーボードソフトウェアまたはオンスクリーンキーパッドソフトウェア、或いは手書き認
識ソフトウェアと組み合わせて使用されるタッチスクリーンを挙げることができる。更に
、ゲームの場合、携帯電話機のような或る携帯型電子機器では、方向ナビゲーションパッ
ド（ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｐａｄ：Ｄパッド）の代わりに、
小型親指ジョイスティックを機器自体の面に内蔵している。
【０００７】
　和音入力方式、モーダル入力技術、及びスマートキー技術に使用されるキーボードまた
はキーパッド
　ミニチュアキーボード及びキーパッドは、キーボード及びキーパッドの標準のフルサイ
ズバージョンと同様の構成である、すなわち、キーボードは概して、フルセットの、また
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はほぼフルセットの数字入力要素、文字入力要素、及び機能入力要素を有し、キーパッド
は通常、キーボードに比べて少ないセットの数字入力要素、文字入力要素、及び／又は機
能入力要素を有する。これらの小型入力デバイスは通常、携帯型電子機器の一つの表面上
の利用可能なスペースに丁度収まるように設計される、または小型で容易に持ち運び可能
な外部プラグインデバイスとして設計される。従って、携帯型電子機器が小型になるにつ
れて、入力要素のサイズは通常、所望数の入力要素が電子機器の一つの表面上に丁度収ま
るように小さくなってきている。
【０００８】
　データ入力及びデバイス制御を行なうために、ミニチュアキーボード及びキーパッドは
通常、２つの入力方法、親指または親指以外の４本指を含む１つ以上の指を使用して所望
の入力要素を押下する、またはスタイラスを使用して所望の入力要素を「つつく」（この
操作は普通、入力要素のサイズが小さい場合に行なわれる）のいずれか一つの方法を必要
とする。和音入力方式、モーダル入力技術、及びスマートキーのような種々の技術が開発
され、そして実装されてミニチュアキーボード及びキーパッドを使用する際の効率及び実
効性を高めている。
【０００９】
　和音入力方式
　和音入力方式は普通、文字、記号、単語、語句、またはコンセプトを、少ないセットの
入力要素によって表わすことができる原理を利用する。従って、少ない組み合わせの入力
要素を押下するだけで済ませることにより、機能を増やすことができ、そしてより迅速、
かつより正確なデータ入力が可能になる。和音入力方式はキーボード構造またはキーパッ
ド構造に、または１つよりも多くの入力要素を有する全ての機器に使用することができ、
そして通常、従来のキーボードまたはキーパッドに比べて、少ない入力要素または多くの
機能が得られる。両手を使う和音入力方式を使用する電子機器の一つの例が、法廷レポー
ターが叩くタイプライター、または速記者が叩くタイプライターである。キーパッドを使
用して作動回数を減らして多数の機能を実現する一つの和音入力方式が、Ｌｅｖｙによる
「キーをコンパクトにまとめた入力デバイス」と題する米国特許第５，９７３，６２１号
に記載されており、この特許文献をここで参照することにより、当該文献の内容が本明細
書に組み込まれる。
【００１０】
　モーダル入力技術
　モーダル入力技術は、電子機器の機能、例えば携帯電話機またはＰＤＡのテキストメッ
セージングを、キーボードまたはキーパッドの特定の入力要素（または、これらの要素の
組み合わせ）を押下することにより利用することができるというコンセプトを利用する。
一旦、該当する特定の入力要素を押下すると、キーボードまたはキーパッドの複数の入力
要素の全て、または一部分の機能を変更することができる。モーダル技術は通常、計算機
、携帯電話機、及びＰＤＡの中で使用される。例えば、携帯電話機では、マルチタップ（
ｍｕｌｔｉ－ｔａｐ）と呼ばれるモーダル技術が普通に利用され、この場合、キーボード
の個々の入力要素は、文字（ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ：アルファベットのような単音文字以
外の文字）、字（ｌｅｔｔｅｒｓ：アルファベットのような単音文字）、数字、アイコン
のような複数の記号、または他の種類の記号に関連付けられ、これによって、所望の機能
を実現するために必要な入力要素の数を減らし易くなる、例えば１２個の入力要素を持つ
キーパッドを使用して英語アルファベット及び１０進数字の全ての字（ｌｅｔｔｅｒｓ）
を表わすことができる。ユーザは、所定の入力要素に関連付けられる一連の記号に含まれ
る所望の記号を、該当する特定の入力要素を親指、親指以外の４本指、またはスタイラス
で１回以上叩いて所望の文字を入力することにより入力することができる。従って、ユー
ザがテキストメッセージを送信したいと考える場合、ユーザは機能入力要素、例えばモー
ドキーを押下して、携帯電話機のテキストメッセージング機能を利用し、次に個々の入力
要素を１回以上叩いて関連する記号を選択して入力する。一つの特定の記号を入力するた
めに必要になるタップ回数は、選択する言語文字セットによって異なる。例えば、日本語
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キーパッドまたはキーボードは通常、テキスト入力のために４６文字の最小セットを必要
とするのに対し、英語または米語キーボード及びキーパッドは普通、そしてテキスト入力
のために２６文字の最小セットを必要とする。これらのモーダル入力技術は、ユーザが、
より多くのテキスト機能を実行するのでかなり流行しているが、これらの技術は手数が掛
かる、というのは、幾つかの字、または幾つかの文字を利用するために、キーボードの一
つの入力要素を３回または４回叩く必要があるからである。また、キーパッドを搭載する
携帯電話機のような携帯型機器では、これらのモーダル入力技術は通常、ユーザの４本指
ほどには普通器用ではないユーザの親指を利用する。
【００１１】
　スマートキー
　スマートキーは通常、キーパッド上で使用され、押下されると、ユーザが実行する次の
論理的アクションを予測するように機能する単一のキーまたはキーの組み合わせを指す。
或る実施形態は、他の実施形態よりも良好に動作し、そして或るアプリケーションでは、
一つの機能を完了させるために必要なキーストロークの回数が他のアプリケーションにお
けるよりも少なくなる。単語予測ソフトウェアは、例えばユーザが、ユーザが入力する一
つ以上の字（ｌｅｔｔｅｒｓ）を利用して入力しようとする単語または文字を予測し、更
に所定言語の文字の生起確率を予測しようとする。ソフトウェアが正しく予測する確率は
、単語の長さ、または入力される字または文字の個数とともに高くなる。キーパッド上の
スマートキーを使用する機器では、ユーザはキー２，２，及び８を順番に叩いて単語「ｃ
ａｔ」を生成し、そして機器は当該単語を最初に表示することになるが、これは、当該単
語が普通、最も頻度の高い組み合わせであるからであり、これに対して、同じキーを押下
することにより生成することができる単語「ｂａｔ」は、当該単語が頻度の高い組み合わ
せではないので表示されない。また、単語「ｃａｔ」は、「２」キーを単語予測ソフトウ
ェアの予測に基づいて２回目に押下した後に表示することができる。
【００１２】
　また、スマートキーは通常、日本語データ入力に使用され、この場合、ユーザは発音ど
おりに、日本語文字（例えば、漢字文字）の音を表わす字を入力する。入力される字に基
づいて、予測ソフトウェアは日本語文字を推測する。文字を選択するために、ユーザはア
クセプトボタンを押下する、またはスクロール機能を使用して、同様のセットの発音入力
で入力される次の文字に進む。
【００１３】
　オンスクリーンキーボードまたは手書き認識ソフトウェアを使用するタッチスクリーン
　オンスクリーンキーボードソフトウェアまたはオンスクリーンキーパッドソフトウェア
を、タッチスクリーンと一緒に使用することにより、ユーザはデータを、４本指または親
指でスクリーンサイズのキーボードまたはボタンを押すことにより入力して、スタイラス
または物理キーボードまたはキーパッドアクセサリーを使用することなく高速にデータを
入力する手段を獲得することができ、同時に、手書き認識ソフトウェアを、パームオペレ
ーティングシステム（Ｐａｌｍ　ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）のＧｒａｆｆｉｔ
ｉ（商標）のようなタッチスクリーンと一緒に使用することにより、ユーザはテキストを
スタイラスを使って、テキストをタッチスクリーンに直接書き込むことにより入力する手
段を獲得する。タッチスクリーンは普通、多量の電力を消費し、そして非タッチスクリー
ンよりも高価である。この大きな消費電力が、電力リソースが通常限られている携帯型電
子機器の問題となり得る。更に、タッチスクリーンの場合は普通、ユーザが両手を使用す
る（例えば、一方の手を使用して機器を保持して固定するとともに、他方の手を使用して
スタイラスを把持する）必要があり、この状態は通常、携帯電話機のような片手で操作で
きる携帯型電子機器とのインターフェースとし、そして携帯型電子機器を制御するために
は望ましくない。手書き認識ソフトウェアによって、スタイラス、４本指または親指によ
る入力に特有の緩慢さ、及び「ぎこちなさ」を軽減することができるが、消費電力が大き
いこと、両手を使用する必要があること、及び入力要素を触ったときの触感をユーザにフ
ィードバックすることができないことといった他の不具合が依然として残る。更に、認識
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ソフトウェアでは、ソフトウェアを正しく使用するために慣れることが必要であり、慣れ
たとしても依然としてエラーレートが高い。
【００１４】
　ゲームコントロール
　ゲームコントロールを行なう場合、上記アプローチの多くが使用されているが、ほとん
どの携帯型電子機器では、ユーザは通常、ゲームプレイを、機器の正面側に通常配置され
るミニチュアキーパッド及び／又はＤパッドの上に設けられるような或る形態の入力要素
を使用して制御する。携帯電話機のような或る携帯型電子機器で行なうゲームコントロー
ルは元々、機器のサイズが小さいので片手で行なわれる、またはせいぜい両方の親指を使
って行なわれる程度であるのに対し、ＰＤＡ及び従来のゲームコンソールコントローラの
ような他の携帯型電子機器で行なうゲームコントロールは通常、両手で行なわれる。アナ
ログ入力要素がＰＣ用ゲームコントローラ、及びＭｉｃｒｏｓｏｆｔ製のＸｂｏｘまたは
Ｓｏｎｙ製のプレイステーション２のようなコンソールゲームシステムに使用されてきて
いるものの、これらの機器で行なわれるゲームコントロールに関連する入力要素は通常、
デジタル要素であり、特にＤパッドである。
【００１５】
　子供が使い易いモバイル機器
　モバイルハンドセット製造業者の中でも幾つかの製造業者は、子供用に設計される特殊
なモバイルハンドセットを設計している。これらのハンドセットは通常、利用可能なボタ
ンの数が少ない。例えば、数字キーパッド、ナビゲーションキー、及び他のユーザ入力要
素が全て揃うのではなく、これらのハンドセットには所定の機能を実行するためのボタン
が数個しか配設されない傾向にある。例えば、ＦｉｒｅＦｌｙ（商標）子供電話機は、「
ｍｏｍｍｙ」及び「ｄａｄｄｙ」ボタン、幾つかの数字をラベルに持つ電話帳ボタンの他
に、呼を開始し、そして終了させるキーを備える。ＬＧ　Ｍｉｇｏ（商標）電話機及びＷ
ｈｅｒｉｆｏｎｅ（商標）電話機は、４つ、または５つのプログラマブルキーを備えるこ
とにより、親が電話番号をプログラムして子供が使用することができるようにしている。
Ｔｉｃ　Ｔａｌｋ（商標）電話機では、ボタンが電話機の表面に配設されていない。親は
通常、人のリスト、または電話のリストを作成して（電話番号を貼り付けて）子供が電話
を掛けられるようにすることができ、そして子供は単にリストを、側面の２つの入力要素
を使用してスクロールすることにより、電話を掛ける相手の人を選択する。これらの製品
は、製品が市場に送り出される際のターゲットになる年齢グループに適する、目を引くよ
うな明るい色でデザインされることが多い。Ｔｉｃ　Ｔａｌｋ（商標）電話機には更に、
子供がプレイすることができるゲームが予め読み込まれている。
【００１６】
　別の構成として、従来のモバイルハンドセットは、機能及び使用に対する制約を受け入
れることができる携帯電話事業者から入手することができる。親は子供のハンドセットに
電話番号リストを書き込んで、子供のハンドセットから発信される呼の転送先をリストの
電話番号に限定することができる。例えば、子供は９１１、及び子供の親及び祖父母の電
話番号をダイヤルすることはできるが、子供がキーパッドを押して電話番号をダイヤルし
たとしても、他のどの人の電話番号もダイヤルすることはできない。親は１日の内の所定
の時間帯は電話機を操作することができないようにロックすることもできる。例えば、親
は電話機を設定して、子供が学校に行っていると考えられる時間帯は、子供が９１１以外
のどの電話番号もダイヤルすることができない、または９１１以外のどの電話番号宛てに
もテキストメッセージを送信することができないようにすることができる。Ｄｉｓｎｅｙ
（登録商標）Ｍｏｂｉｌｅは家族指向サービスの一例であり、このサービスでは特に、子
供によるモバイルハンドセットの使用状態を監視したい、または管理したいと考えている
親の要求を満たす。
【００１７】
　子供用に設計されるハンドセット以外の製品も存在する。Ｈａｓｂｒｏ（登録商標）の
商標名で販売されているＣｈａｔＮｏｗ（商標）ハンドセットは基本的に携帯用無線電話
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機であり、この電話機は音声通信機能及びテキストメッセージング機能を、サービスプラ
ンの費用を転嫁することなく提供する。ＣｈａｔＮｏｗハンドセットはモバイルハンドセ
ットのように見え、そして動作するように設計されているが、半径２マイルの範囲で通信
が可能な無線通信を利用する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本願発明者らは、携帯型電子機器の従来のヒューマンインターフェース入力システムが
、非常に柔軟性に乏しく、取り扱いが難しく、かつ使用効率が低いことを見出したが、こ
れは種々の理由の中でもとりわけ、これらのシステムが人間の手の身体的な動きの利点を
生かすように設計されていない、特に親指と４本指とが対向する構成、及び親指の便利な
属性、例えば範囲の広い動き、及び強い力を加える能力、及び４本指の便利な属性、例え
ば繊細な運動制御、空間的記憶力、及び迅速な動きに関連する利点を生かすように設計さ
れていないからである。
【００１９】
　本願発明者らは更に、和音入力方式及びモーダル入力技術のようなデータ入力及びデバ
イスコントロールの効率を高めるために開発された入力技術は、従来の入力システムに内
在する非効率性によって制限されてきたことを見出した。例えば、ミニチュアキーボード
及びキーパッドを和音入力方式と組み合わせて使用することによって、ユーザは多数の入
力組み合わせを記憶し、そして必要な運動技能を身に付けて、少ない数の入力要素を制御
することにより、通常のＱＷＥＲＴＹキーボードよりも格段に複雑な機能を実現する必要
があっただけでなく、ヒトの手の４本指及び親指を効率的に使用することができなかった
、または入力作業をヒトの手の４本指及び親指に効率的に割り付けることができなかった
。更に、ミニチュアキーボード及びキーパッドをモーダル入力技術と組み合わせて使用す
ることによって、ユーザがデータを効率的に入力する能力が、特定の記号をユーザが入力
するために必要になるタップ回数、及びユーザがどの位素早く入力要素をユーザの親指ま
たはスタイラスで叩いて特定の記号を選択するかによって変わる形で制限される傾向があ
った。
【００２０】
　本願発明者らは更に、ＭＰ３のようなマルチメディア機能が提供されることにより、多
くの携帯型電子機器において、高速かつ直感的スクロール操作、及びリストナビゲーショ
ン操作をサポートする必要が生じていることを見出した。例えば、多くの携帯型電子機器
、特に携帯電話機には通常、Ｄパッドが主要手段として使用されて、歌のリストのような
アイテムリストを上下方向にアイテムごとに辿るようになっている。しかしながら、この
ようなアイテムごとのスクロールは通常、リストの先頭アイテムからリストの末尾アイテ
ムまで辿るためには、特にリストが数百ものアイテムを含む場合には非効率となる。更に
、これらの電子機器の多くの電子機器に実装されて、ユーザがアイテムの長いリストを辿
る操作を容易にするページアップ及びページダウン機能は多くの場合、一つ以上の入力要
素を複数回叩く、または押下することにより実行する必要がある。このようなページアッ
プ及びページダウン機能を使用するために必要になるタップ回数または入力要素の数は普
通、アプリケーション開発者の嗜好によって変わるので、同じ電子機器でもアプリケーシ
ョンごとに異なる場合が多い。
【００２１】
　本願発明者らは更に、ゲームプレイをこのような機器において制御するユーザの能力が
大幅に制限されていることを見出した。例えば、アナログゲームコントロールはＰＣ及び
コンソールゲームシステムのユーザが利用することができるが、アナログゲームコントロ
ールは普通、携帯電話機及びＰＤＡのような携帯型電子機器で広く利用するということが
できていない。上に述べたように、Ｘｂｏｘまたはプレイステーション２のようなゲーム
プラットフォームで実行されるほとんどのハイエンドゲームでは、ミニチュアジョイステ
ィックまたはフルサイズのジョイスティックのような一つ以上の入力要素からのアナログ
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入力操作、または連続入力操作によりゲーム用指示入力が行なわれる。これとは異なり、
携帯電話機及びＰＤＡにはボタンまたはキーだけがゲームプレイ用の入力要素として配設
される。更に、本願発明者らの知見として、携帯電話機には入力要素の配置に関する標準
はない、または入力要素をゲーム機能に割り当てる方法に標準はない。例えば、多くの場
合、これらの携帯電話機のほとんどに配設されるＤパッドは、ゲーム開発者が利用してゲ
ーム入力として使用するということができない。その結果、キーパッド上の数字入力要素
、特にキーパッド上の「２」、「８」、「４」、及び「６」の入力要素を使用して上、下
、左及び右方向移動を行なう方向移動入力が配設される場合が多い。本願発明者らは、こ
の配置は幾つかの問題をもたらすことを見出した。第１に、入力が散らばっているので、
一人称視点の運転ゲームで自動車のハンドル操作のような連続入力操作は全く行なうこと
ができない。このようなゲームでは、自動車のハンドルを操作して、左側に、真っ直ぐに
、または右側にだけ、事前に設定された増分だけ移動させることしかできず、ゲームプレ
イの快適さが極めて小さくなる。第２に、方向移動は、数字入力要素によって可能になる
が、Ｄパッド上の明確にラベル付けされた矢印キーは使用されないままである。これによ
り通常、数字入力要素の操作に慣れることが必要になり、かつユーザの混乱を招く恐れが
ある。第３に、数字入力要素は通常、電話機表面の一方の端部に配置されるので、通常数
字入力要素の上方に配置されるＤパッドよりも快適に使用するということができない。そ
の結果、ゲームプレイが制限され、かつ良好なインターフェースを備える場合よりも広く
楽しまれるということがない。
【００２２】
　本願発明者らは更に、従来のモバイルハンドセットが多くの場合、複雑過ぎて幼児が使
用するには実用的ではなく、そしてモバイルハンドセットに関連するサービスプランの費
用が多くの場合、膨大な金額になることを見出した。特殊なモバイルハンドセットは、幼
児が使用するためには容易であるが、通常、高価であり、かつ子供が成長すると子供の方
がモバイルハンドセットに対して大きくなってしまいモバイルハンドセットを使えなくな
る。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　従って、本願発明者らは、キーフォブまたはリモートコントロールのような種々の小型
の携帯型補助装置または「入力アクセラレータ（ｉｎｐｕｔ　ａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒ）
」装置に実装することができるフレキシブルかつ効率的なヒューマンインターフェース入
力システム及び方法を開発した。入力アクセラレータ装置または補助装置は、携帯電話機
、ＰＤＡ、ポケットＰＣ、スマートフォン、ＭＰ３プレーヤのような従来の携帯型電子機
器（すなわち、ホスト電子装置）、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈのような有線または無線通
信プロトコルを使用する他の同様のデバイスとの接続を行ない、そして接続先ホスト電子
装置の全ての機能を離れた場所から制御することができる。入力アクセラレータ装置は、
ホスト電子装置の入力要素と連動させて使用することにより、テキスト入力、ゲームプレ
イ、リストナビゲーション及びスクロールのような機能を実行するユーザ能力を高めるこ
とができる。別の構成として、入力アクセラレータ装置によって、接続先ホスト電子装置
の非効率的なヒューマンインターフェース入力システムとの直接的なインターフェースを
取る必要を無くすこともできる。入力アクセラレータ装置を実装することにより、リモー
トコントロールの機能の他に、無線ハンドセットを含む種々のハイブリッドデバイスを実
現することもできる。入力アクセラレータ装置（片手把持型または両手把持型であるかど
うかに関係なく）を実装することにより、対向する親指及び４本指が示すような手が本来
持っている使い易さ、及び従来の入力技術を使用するために既に身に付けている技法を利
用することができるので、データ入力、リストナビゲーション、デバイスコントロール、
及びゲームコントロールをタイムリーに、効率的に、快適に、楽しみながら、そして直感
的に行なうこともできる。従って、新規に購入する携帯型装置に関して通常予測される使
いこなしを超えた使いこなしは特に必要はないと考えられる。更に、補助装置には、幼児
による使用に適する特殊設計ユーザインターフェースを設けることができる。子供にとっ
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て使い勝手が良いこの補助装置は、従来のモバイルハンドセットを幼児用にカスタマイズ
し、そして当該モバイルハンドセットを制御するように用いることができる。従って、ど
のような普通のモバイルハンドセットであっても、子供にとって使い勝手が良い通信デバ
イスに改造することができ、この通信デバイスによって子供は、彼または彼女の保護者か
ら離れることなく保護者とずっと一緒に居ることができる、または高齢者は当該高齢者の
家族から離れることなく家族とずっと一緒に居ることができる。この装置は、既存の多く
のモバイルハンドセットと連動して動作することができるので、当該装置を、無線ネット
ワーク通信が可能な既存のどの製品よりもずっと安いコストで保有することができる。本
発明によって、危険な状況に陥り易い社会構成員の個人セキュリティ及び安心を高めるこ
とができる。
【００２４】
　本明細書において記載する補助装置に関するヒューマンインターフェース入力システム
及び方法の実施形態は、次の特徴の種々の組み合わせを含むことができる。
【００２５】
　一の態様では、移動ホスト装置とのインターフェースとなる補助装置は、双方向通信リ
ンクを補助装置とホスト装置との間に確立するように構成される通信チャネルを含む。補
助装置は更に、通信チャネルに通信可能に接続されるプロセッサを含む。プロセッサは複
数のアプリケーションを実行するように構成される。更に、補助装置は、プロセッサに通
信可能に接続される入力アセンブリを含む。入力アセンブリは、入力アセンブリに組み込
まれる入力要素の合計数を最小にするように構成される。更に、少なくとも第１入力要素
が、ホスト装置の一つ以上の入力機能にユーザ選択に基づいて割り当てられる。
【００２６】
　別の態様では、補助装置は、データをホスト装置と補助装置との間で双方向に送信する
ために使用される通信チャネルを設けることにより構成される。また、通信チャネルに通
信可能に接続されるストレージユニットを設ける。ストレージユニットは、一つ以上のデ
ータを保存するように構成される。更に、一つ以上の表面に、入力アセンブリを配置する
。入力アセンブリは、入力要素の操作によるヒューマン入力を受け付けるように構成され
る種々の入力要素を含む。これらの入力要素の内の少なくとも一つの入力要素は更に、ホ
スト装置の一つ以上の機能に選択的に割り当てられるように構成される。更に、ストレー
ジユニット、通信チャネル、及び入力アセンブリに通信可能に接続される補助プロセッサ
を設ける。補助プロセッサは、一つ以上のデータを実行するように構成される。
【００２７】
　更に別の態様では、種々のホスト装置は、一つの補助装置を設けることにより制御する
ことができる。補助装置は、データを、複数のホスト装置と補助装置との間で双方向に送
信するように構成される通信チャネルを含む。補助装置は更に、通信チャネルに通信可能
に接続されるストレージユニットを含む。ストレージユニットは、種々のデータを保存す
るように構成される。補助装置は更に、種々の入力要素を含む入力アセンブリを含む。少
なくとも第１入力要素が、ホスト装置の一つ以上の入力機能に選択的に割り当てられるよ
うに構成される。補助装置は更に、通信チャネル及び入力アセンブリに通信可能に接続さ
れ、かつ一つ以上のデータを処理するように動作するプロセッサを含む。更に、種々のホ
スト装置は、少なくとも第１入力要素を作動させて、第１入力要素に選択的に割り当てら
れたホスト装置の機能の内、少なくとも第１機能を、通信チャネルを使用して制御するこ
とにより制御することができる。
【００２８】
　実施形態は任意に、次の特徴の内の一つ以上の特徴を含むことができる。補助装置は更
に、プロセッサに通信可能に接続される出力ユニットを含むことができる。出力ユニット
は、出力データを、ユーザが少なくとも第１入力要素を作動させると出力するように構成
される。出力ユニットはスピーカフォンを含むことができる。更に、補助装置は、通信チ
ャネルに通信可能に接続されるストレージユニットを含むことができ、ストレージユニッ
トは種々のデータを保存するように構成される。或る例では、ストレージユニットは、Ｓ
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Ｄメモリカード、ミニＳＤメモリカード、マイクロＳＤメモリカード、及びコンパクトフ
ラッシュ（登録商標）カードを含む取り外し可能なメモリユニットを含む。また、通信チ
ャネルは、データ通信及び音声通信の両方を送信するように構成することができる。更に
、通信チャネルは、一つ以上の更に別の補助装置とのインターフェースとなるように構成
することができる。また、通信チャネルは更に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続、赤外線接続、
Ｗｉ－Ｆｉ接続、及びＷｉ－Ｍａｘ接続の内の少なくとも一つを含む無線データ接続を含
むことができる。また、請求項に記載の補助装置は、プロセッサに通信可能に接続される
全地球測位システム（ＧＰＳ）ユニットを含むことができる。ＧＰＳユニットは、補助装
置の測位データをホスト装置に送信するように構成される。入力アセンブリは更に、ヒト
ユーザの対向する親指及び４本指の身体的機能を最適化するように構成することができる
。
【００２９】
　本明細書において記載する入力アクセラレータ装置、及びヒューマンインターフェース
入力システム及び方法は、次の利点の内の一つ以上の利点をもたらす。ヒューマンインタ
ーフェース入力システム、及び関連する方法によって、最も要求の強いゲーム入力要件を
サポートすることができる高機能ゲームコントローラの機能、及び従来の標準のＱＷＥＲ
ＴＹキーボードを使用し、大きな実装面積を必要としないで達成されるデータ入力の速度
及び正確さが実現する。また、ヒューマンインターフェース入力システム、及び関連する
方法によって、所定数の入力要素に関連付けることができる機能の数を、必要とされるキ
ーストロークまたはタップの回数を増やすことなく増やすことができる。更に、ヒューマ
ンインターフェース入力システム及び関連する方法によって、入力要素のサイズを人間の
手で扱い易いサイズに、入力システムの使用方法を学習するために要する時間が、従来の
入力システムの場合よりも長くなることなく、維持することができる。
【００３０】
　ヒューマンインターフェース入力システム及び方法を入力アクセラレータ装置に実装す
ることによって、従来の携帯型電子機器に配設される柔軟性に乏しく、取り扱いが難しく
、かつ非効率的な入力システムとのインターフェースを取る必要を無くすことができる。
入力アクセラレータ装置は複数の携帯型電子機器との接続を、有線または無線通信プロト
コルを使用して行なうことができるので、単一の入力アクセラレータ装置によって複数の
従来の携帯型電子機器の不具合を補うことができる。従って、入力アクセラレータ装置に
よって、従来の携帯型電子機器を修理する、または設計し直して、開示されるヒューマン
インターフェース入力システム、及び関連する方法を直接実装するという必要を無くすこ
とができる。更に、入力アクセラレータ装置は、装飾アクセサリーとして審美的に価値あ
る小型デバイスとすることができる。例えば、入力アクセラレータ装置は、広範囲に選択
される色の他に、スポーツチームのロゴ、または漫画キャラクターを追加要素として実装
することができる。入力アクセラレータ装置は更に、キーチェーンまたは携帯ストラップ
に容易に取り付ける、またはポケットまたは財布にクリップで留める、またはポケットま
たは財布に入れて携行することができる。
【００３１】
　更に、移動ホスト装置を本明細書に説明するようにカスタマイズする補助装置によって
、移動ホスト装置の画期的なユーザインターフェース（ＵＩ）及び機能を実現することが
でき、かつ移動ホスト装置に固有のユーザインターフェース（ＵＩ）及び機能を実装しな
くても済む。補助装置によって更に、既存の従来のモバイル機器のユーザインターフェー
ス（ＵＩ）を、従来のモバイル機器を変更する、または置き換える必要を生じることなく
カスタマイズする小型の携帯型低コストモバイル機器が実現する。カスタマイズ可能な補
助装置は、ターゲット人口層（例えば、幼児）に適するユーザインターフェース及び一連
の機能を実現するように構成することができる。補助装置によって、子供が使用する簡易
型ユーザインターフェース（ＵＩ）が実現し、そして親は、補助装置を従来のモバイルハ
ンドセットとペアリングすることができる。その後、モバイルハンドセットの機能は、子
供が補助装置をインターフェースとして操作することにより容易に制御することができる
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。補助装置は更に、携帯無線機能を実装することにより、親が補助装置を携行する子供と
、無線サービス使用料を負担することなく通話することができる。更に、補助装置は、全
地球測位システム（ＧＰＳ）ユニットを搭載することにより、親が子供の場所を見守り易
くすることができる。子供が子供の親から離れずに親の傍に居易くなり、更に必要なとき
に救急措置を講じ易くなる他に、本明細書に開示する主題事項を適用することにより、使
用が容易なモバイルインターフェースを、高齢者のような、または特殊な認知インターフ
ェース及びユーザインターフェースが必要になる状態に陥っている人のような他の人口層
に提供することもできる。
【００３２】
　一つ以上の実施形態についての詳細を添付の図及び以下の記述に示す。他の特徴及び利
点は、記述及び図から、そして請求項から明らかになる。
【００３３】
　種々の図における同様の参照記号は同様の構成要素を指す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　ヒトの手の身体的な特質
　ヒトの手は、向かい合わせにできる親指と、そして４本指と、から成る、すなわち、親
指は、４本指のどの指とも向かい合わせになることができる、一緒に使うことができる、
組み合わせることができる、または機能的に連携する関係になっている。ヒトの４本指と
比べると、ヒトの親指は、動く範囲が広い、強い力を加えることができる、そして器用さ
に欠けるという特徴を持つ。ヒトの親指の第１関節は、左右移動、上下移動、及び親指の
長軸を中心とした回転のように３自由度を有し、一方、４本指の第１関節は、左右移動及
び上下移動のように２自由度を有する。従って、親指は通常、運動範囲が４本指のどの指
よりも広いと考えられる。また、ヒトの親指は４本指のどの指よりも動力筋が大きいので
、親指は４本指よりも強い力を加えることができる。しかしながらまた、動力筋が大きい
ことにより、ヒトの親指は、４本指と比べると、繊細な運動制御を行なうことができず、
かつ動きを迅速に行なうことができないという不具合を持つ。従って、ヒトの４本指は、
繊細な動きを生み出す必要がある作業を行なう、または一点集中する、または繰り返し動
作を迅速に行なう機能を必要とする作業を行なうために相対的に適している。
【００３５】
　携帯型入力アクセラレータ装置のハードウェア概要
　図１は、携帯型入力アクセラレータ装置１００の高位ブロック図であり、入力アクセラ
レータ装置１００に、ここで説明するヒューマンインターフェース入力システム、及び関
連する入力方法を実装して、携帯型ホスト装置１１７に搭載され、かつホスト装置で実行
されるソフトウェアアプリケーションを制御する。入力アクセラレータ装置１００は携帯
型ホスト装置１１７に付随する補助装置であるので、ユーザは補助装置及び携帯型ホスト
装置１１７とのインターフェースを取ることができる、または携帯型ホスト装置１１７に
代わって補助装置単独とのインターフェースを取ることができる。入力アクセラレータ装
置１００は、携帯電話機、ＰＤＡ，ポケットＰＣ、またはスマートフォンのような携帯型
ホスト装置１１７、或いは他の同様のデバイスにＢｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルのような
通信リンク１１１を使用して通信可能に接続される。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルは、
２．４ＧＨｚ帯域で動作し、短距離低電力１メガビット／秒の無線ネットワーク標準仕様
であり、ピコネットにおける使用に適する。ピコネットは１台のマスタと、そして最大７
台のスレーブと、を有することができる。マスタは偶数番号のタイムスロットで送信を行
ない、スレーブは奇数番号のタイムスロットで送信を行なう。一つのピコネット内の複数
のデバイスは、合計で１メガビット／秒の伝送容量を有する共通の通信データチャネルを
共有する。ヘッダ及びハンドシェーキング情報をＢｌｕｅｔｏｏｔｈデバイスが使用して
会話を開始し、そして互いを確認して接続を行なう。
【００３６】
　通信リンク１１１は別の構成として、ユニバーサルシリアルバスインターフェース、Ｉ
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ＥＥＥ　１３９４ファイアワイヤ、または他のシリアルまたはパラレルポート接続のよう
な標準のデータポートを使用する有線リンクとすることができる。更に、通信リンク１１
１は、赤外線，無線フィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）、または他のいずれかの無線接続のよう
な他の標準の無線リンクとすることができる。Ｗｉ－Ｆｉとは、８０２．１１ａ／ｂ／ｇ
を含むいずれかのタイプのＩＥＥＥ　８０２．１１プロトコルを指す。Ｗｉ－Ｆｉによっ
て普通、インターネットへのデバイスによる無線接続、またはデバイス間の接続が可能に
なる。Ｗｉ－Ｆｉは、無認可の２．４ＧＨｚ無線帯域で動作し、この場合、１１メガビッ
ト／秒（８０２．１１ｂ）または５４メガビット／秒（８０２．１１ａ）のデータレート
で動作する、或いは両方の帯域を含む製品で動作する。赤外線とは、ヒトの眼が感知でき
る範囲から外れる低周波数の光波を指す。ほとんどのテレビジョンリモートコントロール
システムにおいて行なわれるように、情報はデバイス間を赤外光ビームで伝送される。標
準の赤外線システムは赤外線データ接続（ｉｎｆｒａｒｅｄ　ｄａｔａ　ａｓｓｏｃｉａ
ｔｉｏｎ：ＩｒＤＡ）と呼ばれ、そして標準の赤外線システムを使用して何台ものコンピ
ュータを周辺機器にデジタルモードで接続する。
【００３７】
　通信リンク１１１は入力アクセラレータ装置の通信インターフェース１１６を、携帯型
ホスト装置１１７の通信インターフェース１１８に接続する。入力アクセラレータ装置１
００は、通信インターフェース１１６と通信するインターフェース入力システム１１４を
含む。インターフェース入力システム１１４は、キー、ボタン、圧力センサパッド、タッ
チパッド、ロータリーダイヤル、親指ジョイスティック、直線状のリニアセンサ、または
ヒューマンユーザの親指または４本指の一方または両方で操作することができる一つ以上
のセンサに接続される他のアクチュエータのような入力要素（図示せず）を含む。入力要
素は、ホスト装置１００に保存されるソフトウェアアプリケーションの一つ以上の機能に
選択的に割り当てられる。入力要素をソフトウェアアプリケーションの一つ以上の機能に
選択的に割り当てる操作、または割り当て直す操作は、「携帯型装置の入力要素を割り当
て直す方法」と題する同時係属中の米国特許出願第１１／２２１，４１２号に開示される
複数の技術の内の一つの技術を使用することにより行なうことができ、この特許文献をこ
こで参照することにより、当該文献の内容全体が本明細書に組み込まれる。
【００３８】
　この実施形態では、インターフェース入力アセンブリ１１４は４つの入力要素を備える
形で実装されるが、４つよりも多くの、または少ない入力要素を備える形で実装すること
ができる。一つの入力要素が作動すると、電気信号が入力アセンブリ１１４によって生成
される。生成される電気信号は入力信号１２２に変換され、これらの入力信号が通信リン
ク１１１を経由して携帯型ホスト装置１１７に送信され、ホスト装置１１７が入力信号１
２２を通信インターフェース１１８を経由して受信する。入力信号１２２を携帯型ホスト
装置１１７が処理して、作動した入力要素に割り当てられたソフトウェア機能を実行する
。通常、携帯型ホスト装置１１７は、ＡＲＭ，ＯＭＡＰのようなプロセッサ（図示せず）
を有する、または他の同様のプロセッサを有し、このプロセッサが入力信号を処理し、更
にホスト装置に保存され、そしてホスト装置で実行されるソフトウェアアプリケーション
を処理する。
【００３９】
　図２は入力アクセラレータ装置２００を示すブロック図であり、入力アクセラレータ装
置２００に、ここで説明するヒューマンインターフェース入力システム、及び関連する入
力方法を実装することができる。この実施形態では、任意のハードウェアコンポーネント
を実装して、更に処理能力の高い補助装置を構成することにより、携帯型ホスト装置１１
７で実行する必要のある複数の処理の内の更に多くの処理を入力アクセラレータ装置２０
０で行なう。入力アクセラレータ装置２００を携帯型ホスト装置１１７と連動させて使用
することにより、入力アクセラレータ装置２００自体に保存され、かつ入力アクセラレー
タ装置自体で実行されるソフトウェアアプリケーションを制御することができる。例えば
、この実施形態では、入力アクセラレータ装置２００は、同時係属中の米国特許出願第１
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１／２２１，４１２号に記載されているようなリマッピングソフトウェアを当該装置に格
納し、そして当該装置で実行することができる。別の例として、入力アクセラレータ装置
２００はインターネットブラウジングアプリケーションを保存し、そして実行することが
でき、インターネットブラウジングアプリケーションは、携帯電話機向けの携帯通信プロ
トコル（例えば、ＣＤＭＡまたはＧＳＭ／ＧＰＲＳ）のような、携帯型ホスト装置に搭載
される通信機能と組み合わせて使用することによりインターネットをブラウジングするこ
とができる。
【００４０】
　入力アクセラレータ装置２００は携帯型ホスト装置１１７と無線通信（または、別の構
成として有線通信）する。携帯型ホスト装置１１７は、入力アクセラレータ装置２００に
関して示す同じコンポーネントの内の幾つかを含むことができる。この実施形態では、携
帯型ホスト装置１１７は従来の携帯電話機であるが、他のタイプの携帯型電子機器を入力
アクセラレータ装置２００と一緒に使用することができる。入力アクセラレータ装置２０
０は、情報を授受するためのバス２０２または他の通信機構と、そしてバス２０２に接続
されて情報を処理する、ＡＲＭ、ＯＭＡＰのようなプロセッサ２０４、または他の同様の
プロセッサと、を含むことができ、情報として、一つ以上の命令を含む一つ以上のシーケ
ンスを挙げることができ、これらの命令は、携帯型ホスト装置１１７を制御する埋め込み
ソフトウェア、ファームウェア、またはソフトウェアアプリケーションとすることができ
、例えばリマッピングソフトウェアまたはテキストアプリケーション、ゲームアプリケー
ション、またはスクロールアプリケーション、或いは他のいずれかのソフトウェアアプリ
ケーションとすることができる。
【００４１】
　入力アクセラレータ装置２００は更に、バス２０２に接続されて情報、及びプロセッサ
２０４が実行する命令を保存する、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または他のダイナ
ミックストレージデバイスのようなメインメモリ２０６を含むことができる。メインメモ
リ２０６を使用することにより、プロセッサ２０４が実行する命令を実行している間に一
時変数または他の中間情報を保存することもできる。入力アクセラレータ装置２００は更
に、バス２０２に接続されて静的情報及び命令をプロセッサ２０４用に保存するリードオ
ンリーメモリ（ＲＯＭ）２０８または他のスタティックストレージデバイスを含むことが
できる。記憶装置２１０を配設し、そしてバス２０２に接続することにより、情報及び命
令をプロセッサ２０４用に保存することができる。記憶装置２１０は、ＥＥＰＲＯＭ，コ
ンパクトフラッシュ（登録商標）のようなフラッシュメモリ、または同様のストレージユ
ニットを含むことにより、デバイスファームウェアを記憶することができる。ファームウ
ェアのアップグレード版は、ホスト装置を経由して容易にダウンロードすることができる
。入力アクセラレータ装置２００は更に、情報をユーザに対して表示する液晶表示装置（
ＬＣＤ）のような任意のディスプレイ２１２と、そして情報及び選択コマンドをヒューマ
ンユーザからプロセッサ２０４に送信するヒューマンインターフェース入力システム１１
４と、を含むことができる。ヒューマンユーザからの選択コマンドは、入力信号１２２と
してインターフェース入力システム１１４からバス２０２に送信されて、プロセッサ２０
４のような他のコンポーネントに送信される。入力アクセラレータ装置２００は更に、バ
ス２０２に接続される通信インターフェース２１６を含むことができる。
【００４２】
　通信インターフェース２１６は双方向データ通信２１１を実現して、携帯型ホスト装置
１１７、無線サービスデバイス、または無線サービスステーションとの接続を可能にする
。双方向データ通信２１１によって、携帯型ホスト装置１１７と入力アクセラレータ装置
２００との間の対話式データの授受が可能になる。対話式データは音声データを含むこと
により、携帯電話ホスト装置を使用する会話を可能にする。対話式データは、任意のディ
スプレイ２１２での表示を可能にするグラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）を
含むことによりインターネットのブラウジングを可能にする。この実施形態では、携帯電
話ホスト装置は通信コンジットとして機能することにより、前に述べたようにインターネ
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ットからのデータの受信を可能にする。通信インターフェース２１６は、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈのような無線リンク、またはこの技術分野の当業者には公知の他のいずれかの無線通
信インターフェースとすることができる。無線リンク形態では、通信インターフェース２
１６は、種々のタイプの情報を表わすデジタルデータストリームを伝送する電気信号、電
磁信号、または光信号を送信し、そして受信することができる。
【００４３】
　入力アクセラレータ装置２００は更に、グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ
）をディスプレイユニット２１２に表示して、入力アクセラレータ装置２００の通信範囲
内に位置する携帯型ホスト装置１１７のリストを供給することができる。通信範囲内に位
置する携帯型ホスト装置１１７のリストは、各装置のテキスト名、各装置を表わすアイコ
ン、またはテキスト名、及び各装置を表わすアイコンの組み合わせを使用して表示するこ
とができる。入力アセンブリ４０６，４０８，４０９（以下に、図４に関して詳細に記載
される）の入力要素は、組み合わせて、または個々に作動させることにより、所望の携帯
型ホスト装置１１７を、入力アクセラレータ装置２００の通信範囲内に位置する装置リス
トから選択することができる。
【００４４】
　上に説明した入力アクセラレータ装置１００，２００によって、携帯型ホスト装置１１
７をユーザのポケット、バッグ、または他の保管場所から取り出す必要を、最も簡単なテ
キスト／音声制御機能を実行することにより無くすことができる。入力アクセラレータ装
置１００，２００は更に、デバイスドライバ（図示せず）を含むことにより、携帯型ホス
ト装置１１７、及び携帯型ホスト装置１１７に搭載される全ての関連ソフトウェアアプリ
ケーションに対する制御を行なうことができる。
【００４５】
　ヒューマンインターフェース入力システム概要
　図３は、入力アクセラレータ装置１００または入力アクセラレータ装置２００のヒュー
マンインターフェース入力システム１１４のサブシステムのブロック図を示している。「
ヒューマンインターフェースシステム」と題し、かつここで参照することにより内容全体
が本明細書に組み込まれることになる同時係属中の米国特許出願第１０／６９９，５５５
号に更に詳細に記載されているヒューマンインターフェース入力システム１１４は、入力
コントローラ３１６と通信する入力アセンブリ３０５を含むことにより、入力アセンブリ
３０５に対するユーザの操作に応答して入力信号を解釈し、そして生成する。入力アセン
ブリ３０５は複数の入力アセンブリを含むことができ（図４に関して以下に詳細に説明す
る）、各アセンブリは、入力アクセラレータ装置１００または入力アクセラレータ装置２
００の一つ以上の表面に配置される多数の入力要素を含む。これらの入力要素を、携帯型
ホスト装置１１７に搭載されるソフトウェアアプリケーションの一つ以上の機能に選択的
に割り当てることにより、これらの入力要素の内の一つの入力要素が作動すると、作動し
た入力要素に割り当てられた機能が実行される。
【００４６】
　詳細には、一つの入力要素が作動すると、入力コントローラ３１６が受信し、そして解
釈する一つ以上の電気信号３１２が生成される。一つ以上のプロセッサを含むことができ
る入力コントローラ３１６は一つ以上の電気信号３１２を受信し、そしてこれらの電気信
号を入力信号１２２に変換し、これらの入力信号は携帯型ホスト装置１１７に、入力アク
セラレータ装置１００の通信インターフェース１１６を携帯型ホスト装置１１７の通信イ
ンターフェース１１８に接続する通信リンク１１１を経由して送信される。同様に、入力
信号１２２は携帯型ホスト装置１１７に、入力アクセラレータ装置２００の通信インター
フェース２１６を携帯型ホスト装置１１７の通信インターフェース１１８に接続する通信
リンク２１１を経由して送信される。一の実施形態では、携帯型ホスト装置１１７は入力
信号１２２を、マッピングソフトウェアのようなソフトウェアを使用してオンザフライで
解釈して、作動した入力要素に割り当てられた機能を実行する。別の構成として、入力ア
クセラレータ装置２００は入力信号１２２を、ストレージユニット２１０に搭載されるソ
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フトウェアを使用して解釈することができる。
【００４７】
　図４は、複数の入力アセンブリを含む入力アセンブリ３０５の一の実施形態を示してい
る。入力アセンブリ３０５は正面入力アセンブリ４０６と、背面入力アセンブリ４０８と
、そして側面入力アセンブリ４０９と、を含む。正面入力アセンブリ４０６及び背面入力
アセンブリ４０８は一つ以上の入力要素を含む。これらの入力要素は、入力要素が作動す
ると一つ以上の電気信号３１２を生成する。一つ以上のプロセッサを含むことができる入
力コントローラ３１６は一つ以上の電気信号３１２を受信し、そしてこれらの電気信号を
、携帯型ホスト装置１１７が受信し、そして解釈するために適する形式の入力信号１２２
に変換する。別の構成として、入力信号１２２は、入力アクセラレータ装置２００のプロ
セッサ１０４が解釈することができる。
【００４８】
　携帯型ホスト装置１１７は入力信号１２２を受信し、そして入力信号を、上に説明し、
かつ以下に更に詳細に説明するリマッピングソフトウェアを使用して解釈し、このリマッ
ピングソフトウェアは携帯型ホスト装置に読み込むことができる。詳細には、入力アクセ
ラレータ装置１００、２００から送信される入力信号１２２は、携帯型ホスト装置１１７
の通信インターフェース１１８が、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線プロトコルのような標準の通
信プロトコルを使用して受信する。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルによって、入力アクセ
ラレータ装置１００、２００から送信される入力信号１２２を使用して、埋め込みソフト
ウェア、ファームウェア、またはテキストメッセージングアプリケーションまたはゲーム
アプリケーションのようなソフトウェアアプリケーションの携帯型ホスト装置１１７上で
の実行を制御することができる。入力信号１２２は、携帯型ホスト装置１１７が受信し、
そして使用することにより、正面入力アセンブリ４０６、背面入力アセンブリ４０８、及
び側面入力アセンブリ４０９の入力要素を、携帯型ホスト装置１１７で実行されるソフト
ウェアアプリケーションの一つ以上のソフトウェア機能に割り当て、そして割り当て直す
。
【００４９】
　例えば、テキストアプリケーションが携帯型ホスト装置１１７で実行されている場合、
携帯型ホスト装置１１７の入力コントローラ（図示せず）は、携帯型ホスト装置１１７の
一つ以上の入力要素（例えば、携帯電話機のキーパッドを構成する入力要素）を、文字、
字、数字、アイコン、他の種類の記号、または異なる種類の記号の組み合わせのような一
つ以上の記号に割り当て、そして入力アクセラレータ装置１００、２００の正面入力アセ
ンブリ４０６の一つ以上の入力要素を、シフト機能またはインデックス機能に割り当てる
。従って、ユーザが字「Ｘ」を挿入しようとする場合、ユーザは、入力アクセラレータ装
置１００、２００の第１シフトキーを、次に携帯型ホスト装置１１７の数字キー「９」を
押下する。ユーザが字「Ｙ」を挿入しようとする場合、ユーザは、入力アクセラレータ装
置１００、２００の第２シフトキーを、次に携帯型ホスト装置１１７の数字キー「９」を
押下する。ユーザが字「Ｚ」を挿入しようとする場合、ユーザは、入力アクセラレータ装
置１００、２００の第３シフトキーを、次に携帯型ホスト装置１１７の数字キー「９」を
押下する。従って、ほとんどのマルチタップインターフェースの標準的な方法となってい
る、字「Ｚ」を挿入するために携帯型ホスト装置１１７の数字キー「９」を３回押下する
必要がある操作に代わって、ユーザは同じ字を、携帯型ホスト装置１１７の数字キー「９
」の１度押しを、入力アクセラレータ装置１００、２００の第３シフトキーの１度押しと
組み合わせて行なうことにより挿入することができる。
【００５０】
　また、入力アクセラレータ装置１００、２００の背面入力アセンブリ４０８の一つ以上
の入力要素は、スクロール機能、ナビゲーション機能、またはカーソルコントロール機能
に割り当てることができる。更に、側面入力アセンブリ４０９の一つ以上の入力要素をシ
ョートカットキーとして割り当てることにより、テキストアプリケーション、ゲームアプ
リケーション、または音楽アプリケーションのようなお気に入りのアプリケーションを携
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帯型ホスト装置１１７で実行することができる。携帯型ホスト装置１１７がゲームアプリ
ケーションを実行している場合、入力信号１２２を使用してゲームプレイを制御すること
ができる。すなわち、携帯型ホスト装置１１７の入力コントローラ（図示せず）は、入力
アクセラレータ装置１００、２００の入力アセンブリ４０６、４０８、４０９の入力要素
をゲーム機能に割り当てることができる。入力要素を所定のソフトウェアアプリケーショ
ンの特定の入力機能に割り当てる操作は、この操作を、入力アクセラレータ装置１００、
２００が送信する入力信号１２２に応答して携帯型ホスト装置１１７の入力コントローラ
またはプロセッサのいずれが実行するかに関係なく、アプリケーション開発者またはユー
ザがダウンロードを行なうことによりカスタマイズする、または他のプログラミング機能
を用いてカスタマイズすることができる。更に、入力要素の割り当ては、言語キー配列を
変更するために行なうことができ、この変更によって、複数の国でビジネスを行なってい
る製造業者が負担する携帯型電子機器の製造コストを小さくすることができる。
【００５１】
　別の構成として、入力アクセラレータ装置２００のプロセッサ２０４が、上に説明した
マッピング機能を実行し、そして携帯型ホスト装置１１７の処理負荷のかなりの部分を軽
減することができる。更に、ヒューマンインターフェース入力システム１１４は、特にコ
ストが問題となる場合には入力コントローラを備える必要はない。これらの例では、プロ
セッサ２０４は電気信号３１２を直接受信し、そして電気信号を適切な入力信号１２２に
変換することができ、入力信号１２２は、上に説明し、かつ以下に更に詳細に説明するマ
ッピング方法を使用して割り当てられる。
【００５２】
　同時係属中の米国特許出願第１１／２２１，４１２号は、携帯型電子機器の入力要素を
、共通要件（例えば、ゲーム、テキスト入力、音楽、及びスクロール操作）を満たす特定
クラスのアプリケーションソフトウェア、及び／又は特定ユーザに関して最適となるよう
に選択的に割り当て、そして割り当て直す方法について記載している。これらの方法を使
用して、ここに開示する入力アクセラレータ装置１００、２００、及び／又は携帯型ホス
ト装置１１７の入力要素を割り当て、そして割り当て直すことができる。別の構成として
、入力アクセラレータ装置１００、２００は入力信号１２２を、ユーザが入力要素を操作
すると携帯型ホスト装置１１７に単に送信すれば良いだけであり、この場合、携帯型ホス
ト装置１１７で実行されるアプリケーションソフトウェアが、送信されてくる入力信号を
解釈する。
【００５３】
　一の実施形態においては、携帯型電子機器を割り当て直す方法では、少なくとも一つの
機能に関連付けられる少なくとも一つの物理入力要素を含むことができ、かつソフトウェ
アアプリケーション、または或るクラスのソフトウェアアプリケーションに対応するコン
フィグレーション設定を受信し、マッピング機能をコンフィグレーション設定に基づいて
変更し、そしてソフトウェアアプリケーションの動作中の物理入力要素の作動、例えば入
力要素の押下または操作に応じて、物理入力要素に関連付けられる機能を実行する。物理
入力要素は、入力アクセラレータ装置の３つの入力アセンブリ４０６、４０８、４０９、
及び／又は携帯型ホスト装置の入力アセンブリによって作動させることができる。上に説
明したように、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈのような標準の無線通信プロトコルを使用して、入力
アクセラレータ装置１００，２００の入力アセンブリを物理的に作動させることにより生
成される信号を携帯型ホスト装置１１７に送信して、特定のソフトウェアまたはソフトウ
ェアアプリケーションの実行を制御する。そして、ソフトウェアまたはソフトウェアアプ
リケーションを、入力アクセラレータ装置から送信される信号によって実行するのに応答
して、マッピング及びリマッピング手順が行なわれる。マッピング機能は、キーボードデ
バイスドライバ、キーボードデバイスドライバのデバイスレイアウトまたは変換レイヤ、
これらの要素の組み合わせ、または別のマッピング機能を含むことができる。
【００５４】
　マッピング機能がデバイスレイアウトを含む実施形態では、物理入力要素が作動すると
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、物理入力要素に関連付けられる機能を実行するステップは、スキャンコードをバッファ
に書き込むステップと、スキャンコードをバッファから取り出すステップと、取り出した
スキャンコードを仮想入力要素コード（ｖｉｒｔｕａｌ　ｉｎｐｕｔ　ｅｌｅｍｅｎｔ　
ｃｏｄｅ）に、変更済みのデバイスレイアウトを使用して変換するステップと、キーボー
ドイベントをスキャンコード及び仮想入力要素コードで呼び出すステップと、キーボード
イベントに関連付けられる機能を実行するステップと、を含むことができ、この機能は、
物理入力要素に関連付けられる機能である。
【００５５】
　マッピング機能が変換レイヤを含む実施形態では、物理入力要素が作動すると、物理入
力要素に関連付けられる機能を実行するステップは、スキャンコードをバッファに書き込
むステップと、スキャンコードをバッファから取り出すステップと、スキャンコードを元
の仮想入力要素コードに変換するステップと、元の仮想入力要素コードを新規の入力要素
コードに、キーボードデバイスドライバの変更済みの変換レイヤを使用して変換するステ
ップと、キーボードイベントをスキャンコード及び新規の仮想入力要素コードで呼び出す
ステップと、キーボードイベントに関連付けられる機能を実行するステップと、を含むこ
とができ、この機能は、物理入力要素に関連付けられる機能である。
【００５６】
　別の実施形態では、ソフトウェアアプリケーション、または或るクラスのソフトウェア
アプリケーションを再構成する、または割り当て直す方法は、入力アクセラレータ装置に
配置される一つ以上の物理入力要素を、少なくとも第１の実行可能機能に関連付けるステ
ップと、第２の実行可能機能との一つ以上の物理入力要素の関連付けを設定するためのマ
ッピング機能を、第１の実行可能機能との一つ以上の物理入力要素の関連付けを設定する
ためのマッピング機能に変更することにより、第１の実行可能機能が、ソフトウェアアプ
リケーション、またはソフトウェアアプリケーションの或るクラスに含まれるソフトウェ
アアプリケーションが動作している間に一つ以上の物理入力要素が作動すると開始するよ
うに構成されるステップと、を含むことができる。第２の実行可能機能は通常、一つ以上
の物理入力要素を押下する、または作動させるとデフォルト状態で実行されるソフトウェ
アアプリケーションに組み込まれるデフォルト機能である。
【００５７】
　更に別の実施形態では、一つ以上の物理入力要素に関連付けるために利用することがで
きる機能を特定するグラフィカルユーザインターフェースを配設することができる。グラ
フィカルユーザインターフェースは、ユーザが選択することができるソフトウェアアプリ
ケーションを特定することにより、当該ユーザの物理入力要素を機能関連付けに適用する
こともできる。一つの例では、グラフィカルユーザインターフェースは、物理入力要素に
対応する入力要素アイコンと、そして実行可能機能に対応する機能アイコンと、を含むこ
とができる。従って、ユーザは複数の機能を指定して、これらの機能を物理入力要素に関
連付けることができる。
【００５８】
　携帯型入力アクセラレータ装置の実施形態
　図５ａ～ｄは、携帯型入力アクセラレータ装置の５００の正面図、側面図、背面図、及
び「把持状態」図をそれぞれ示し、携帯型入力アクセラレータ装置５００に、ヒューマン
インターフェース入力システムを実装することができる。一の実施形態では、入力アクセ
ラレータ装置の５００は、４つの平坦表面または凹凸表面、すなわち、正面５０２、背面
５０８、左側面５０４及び右側面５０６を含むリモートコントロール装置として用いられ
る。他の実施形態では、入力アクセラレータ装置５００は４つの表面よりも多い、または
少ない平坦表面及び／又は凹凸表面を有することができる。入力アクセラレータ装置５０
０はスタンドアローンの小型無線補助装置とすることができ、この補助装置は、携帯電話
機、ＰＤＡ、ポケットＰＣ、スマートフォン、ラップトップ、または他の同様のデバイス
のような種々の携帯型装置と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線プロトコルのような有線または無
線通信プロトコルを使用して通信する。
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【００５９】
　図５ａに示すように、正面５０２には、ＬＣＤのようなディスプレイ（図示せず）、及
び正面入力アセンブリ５２６を互いに隣接して配置することができる。別の構成として、
ディスプレイは個別アセンブリに搭載することができ、このようなディスプレイとして、
スウィーベル機構を採用した画面を有する、または折畳み式のＰＤＡ及び携帯電話機のデ
ィスプレイを挙げることができる。また、正面入力アセンブリ５２６は１つよりも多くの
表面に配置することができる。正面入力アセンブリ５２６は４つの入力要素５１０、５１
２、５１４及び５１６を含むことができるが、ユーザの親指または４本指で作動させるこ
とができる、どのような数の入力要素も配設することができる。入力要素５１０、５１２
、５１４及び５１６を、シフト１（５１０）、シフト２（５１２）、シフト３（５１４）
及びシフト４（５１６）のようなシフトキーまたはインデックスキーとして機能に割り当
てることにより、携帯電話機またはＰＤＡのキーパッドのようなホスト電子装置の入力要
素に関連付けられる、文字、字、及び／又は数字のような記号の間のシフト処理またはイ
ンデックス処理を容易にすることができる。例えば、携帯電話機のようなホスト電子装置
には通常、キーパッドが配設され、キーパッドは「７ＰＱＲＳ」キーまたは入力要素を有
する。入力アクセラレータ装置５００を使用することにより、これらの記号、Ｐ、Ｑ、Ｒ
、及びＳの内のいずれか一つの記号は、適切な入力要素５１０、５１２、５１４及び５１
６を叩き、そしてホスト電子装置の「７ＰＱＲＳ」キーを叩くことにより入力することが
できる。すなわち、文字「Ｐ」は、例えばホスト電子装置上で、入力要素５１０（シフト
１として割り当てられる）を押下し、そしてホスト電子装置の「７ＰＱＲＳ」キーを押下
することにより入力することができる。同様に、シフト２の入力要素５１２を「７ＰＱＲ
Ｓ」キーと一緒に押下することにより、文字「Ｑ」を生成することができる。シフト３の
入力要素５１４を「７ＰＱＲＳ」キーと一緒に押下することにより、文字「Ｒ」を生成す
ることができる。「７」キーをシフトキーを使わずに押下することにより、ユーザ選択に
よって変わる形で数字「７」または文字「Ｐ」を生成することができ、この形態は、ソフ
トウェアで構成することができる。シフト４の入力要素５１６を「７ＰＱＲＳ」キーと一
緒に押下することにより、文字「Ｓ」を生成することができる。従って、ホスト装置の同
じキーを複数回（すなわち３回）叩いて、例えば文字「Ｓ」を入力する必要がなくなる。
上に説明したように、複数のシフト入力要素（ｓｈｉｆｔ　ｉｎｐｕｔ　ｅｌｅｍｅｎｔ
ｓ）またはインデックス入力要素（ｉｎｄｅｘｉｎｇ　ｉｎｐｕｔ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）
を搭載することによって、種々の携帯型ホスト装置ユーザによるテキスト入力の快適さ、
正確さ、及び速度を劇的に向上させることができる。
【００６０】
　図５ｂに示すように、背面入力アセンブリ５２８は背面３０８に配置することができる
。この実施形態では、正面入力アセンブリ５２６（図５ａ）は、ヒトの親指及び４本指が
向かい合うという利点を生かすように背面入力アセンブリ５２８に対して配置される。別
の構成として、ユーザは入力アクセラレータ装置をひっくり返すことにより、背面入力ア
センブリを当該ユーザの４本指ではなく親指で使用することができる。背面入力アセンブ
リ５２８は２つのセンサアレイを含むことができ、これらのセンサアレイをソフトウェア
で構成することにより、アプリケーションによって変わる異なるプログラム可能な機能に
対応する一つ以上の区画活性領域を表わすことができる。センサアレイはリング状の屈曲
センサアレイ５１８、及び細片状の直線センサアレイ５２０を含むことができる。屈曲セ
ンサアレイ５１８を実装することにより、センサアレイの表面を親指（または４本指）の
持つ運動自由度に沿って横向きになぞって水平カーソル移動を生み出すことができる。更
に、直線センサアレイ５２０の表面を、親指（または４本指）を使用して垂直方向になぞ
って垂直カーソル移動を生み出すことができる、または長い選択リストのスクロールバー
を制御することができる。この実施形態における屈曲センサアレイ５１８及び直線センサ
アレイ５２０は、エラストマー材料のようなアクチュエータを含むことができ、このアク
チュエータは、力検出抵抗アレイ、静電容量マットまたは静電容量アレイに取り付ける、
或いはセンサアレイの複数の活性領域の圧力測定値に対応する複数の出力を供給すること
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ができる他の同様の圧力検出デバイス、または格子状圧力検出素子に取り付ける。圧力セ
ンサアレイ５１８、５２０の別の構成では、センサアレイ５１８、５２０の表面全体を、
小さな矩形の非活性領域の間に散在する矩形の活性領域によって被覆して、所望のどのよ
うな数の活性領域も形成することができる。圧力センサアレイ５１８、５２０の他の構成
は、所望のアプリケーションの要件によって変わる形で実現することができる。
【００６１】
　別の構成として、背面入力アセンブリ５２８は、センサを含まない構成とすることがで
き、そして正面入力表面５０２の入力要素をソフトウェアでプログラムすることにより、
ユーザは直線センサアレイ５２０の表面を上または下になぞって、垂直方向のスクロール
運動をリスト選択の際に行なうことができる。この実施形態によってユーザは、長いリス
トを、更に別のセンサを背面側に設けることなく効率的かつ効果的に辿ることができる。
更に、正面入力表面５０２または背面入力表面５０８によって適宜、小型親指ジョイステ
ィックを、左右方向及び上下方向の両方向にアナログ的な入力を行なって操作することが
できる。この親指ジョイスティックによってアナログ信号を供給して、携帯電話ホスト装
置１１７で遊べるゲームを制御することができる。
【００６２】
　側面入力アセンブリ５２９は、図５ａ～ｃに示すように、左側面５０４及び／又は右側
面５０６に配置することができる。入力アクセラレータ装置３００の左側面５０４及び右
側面５０６は、更に別の入力要素または選択要素５２２、５２４、５２６、５２８が配設
されるように使用することができ、これらの要素を使用して他のタイプの携帯電話機能に
、上に説明し、かつ同時係属中の米国特許出願第１１／２２１，４１２号に記載されたリ
マッピング方法を使用して割り当てることができる。側面入力アセンブリ５２９の入力要
素または選択要素は、モード間のシフトが行なわれるように実装することもできる。例え
ば、入力要素または選択要素５２２、５２４、５２６、５２８の内の一つの要素を押し続
ける操作は、ショートカットキーとして機能するので、ショートメッセージサービス（Ｓ
ＭＳ）、インスタントメッセンジャー（ＩＭ）、またはミュージックのような好みのアプ
リケーションを起動することができる。これらの選択要素の内の一つの要素を押し続ける
操作は、ショートカットキーとして機能して、電話番号サーチ及び選択、電話番号ダイヤ
ル、及びコールアンサーのような携帯電話機能を作動させることもできる。２つの入力要
素または選択要素５２２、５２４を左利きユーザ用に実装し、そして他の２つの選択要素
５２６、５２８を右利きユーザ用に実装することができる。
【００６３】
　この実施形態、及び他のいずれかの実施形態における正面入力アセンブリ５２６の入力
要素５１０、５１２、５１４、５１６、側面入力アセンブリ５２９の側面入力要素５２２
、５２４、５２６、５２８、及び背面入力アセンブリ５２８の背面入力要素５１８、５２
０は、アナログ及び／又はデジタルボタン、キー、ロッカー（一つ以上の位置調節ボタン
またはアナログジョイスティックボタンとすることができる）、スライダー、ダイヤル、
または圧力センサ（力検出抵抗、圧電抵抗センサ、及び静電容量センサのような）と組み
合わせて使用されるタッチパッド、位置検出センサ（ロータリーエンコーダ、リニアポテ
ンショメータなどのような）、小型アナログ親指ジョイスティック、または他のセンサ、
或いはこれらの要素の組み合わせとすることができる。
【００６４】
　図６は、背面入力アセンブリ４０８の別の実施形態を示している。入力要素６１０は、
従来のロータリーダイヤル（Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙデバイスの親指操作型ホイールのよう
な）として実装され、ロータリーダイヤルを使用して水平及び垂直カーソル移動、スクロ
ール移動、及び／又はナビゲーション移動を制御することができる。他の実施形態では、
上に説明した他のセンサは、対象となるユーザの年齢及びアプリケーションのカテゴリー
によって変わる形で利用することができる。
【００６５】
　図７ａ～ｄは、携帯型入力アクセラレータ装置を無線ハンドセットとして用いる様子を
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示している。図７ａに示すように、ハンドセット７００は、親指ホイールを正面７３０の
入力要素７１０として備える形で用いることができ、入力要素７１０によってユーザは左
右にスクロールすることができる。正面７３０には更に、複数の入力要素７２２、７２４
を搭載することができ、これらの入力要素は入力要素７１０とともに、正面入力アセンブ
リを構成する。正面入力要素７２２、７２４は、入力要素７１０と連動する形で作動させ
て、左右にスクロールしながらオブジェクト選択を行なうことができる。
【００６６】
　図７ｂに示すように、ハンドセット７００の背面７６０は背面入力アセンブリの一の実
施形態を表わしている。背面７６０に直線センサアレイ７２０を搭載することにより、垂
直スクロール操作、長いリストからの選択、及びナビゲーション操作を容易にすることが
できる。４つの表面の上の入力要素及び活性領域は、上に説明した入力要素及び活性領域
とほぼ同様の構成とすることができる。
【００６７】
　図７ｂ及び７ｃは更に、左側面７４０及び右側面７５０を示しており、これらの側面に
は、ハンドセット７００の側面入力アセンブリが配置され、側面入力アセンブリは、少な
くとも４つの側面選択要素７１２、７１４、７１６、７１８を搭載することにより、モー
ド間のシフト処理またはインデックス処理、及びテキスト入力が容易になるように構成す
ることができる。選択要素は、ダイヤリングまたは呼に対する応答のような種々の機能へ
のショートカットに割り当てることができる。２つの選択要素７１２、７１４を左利きユ
ーザ用に実装し、そして他の２つの選択要素７１６、７１８を右利きユーザ用に実装する
ことができる。
【００６８】
　図７ｄは、リモートコントロールとして使用されているハンドセット７００を示してい
る。すなわち、リモートコントロール入力をハンドセット７００に一体的に組み込むこと
により、ユーザは離れた場所から一つ以上の携帯型ホスト電子装置の全ての機能を、複数
の機能を提供するハンドセット７００を使用するだけで実行することができる。携帯電話
機のようなホスト装置で会話する、または音楽を聴く場合、ハンドセット７００を普通の
ハンドセットとして使用して、音声信号をスピーカ（図示せず）及びマイクロホン（図示
せず）を通して受信し、そして送信することができる。テキストを入力する場合、ハンド
セット７００を片手または両手で保持し、そして使用してテキスト入力を迅速に行なうこ
とができる。アプリケーションをホスト装置で実行する場合、親指ホイール７１０及びセ
ンサアレイ７２０を使用して長いリスト、及びアイコンアレイを辿り、そしてスクロール
することができる。従って、リモートコントロールを組み込んだハンドセット７００を用
いて携帯電話機のようなホスト装置を、ホスト装置を当該装置の格納場所（例えば、ユー
ザのポケット、ジャケット、バックパック、または財布）から取り出すことなく動作させ
ることができる。
【００６９】
　ホスト装置を特殊使用目的にカスタマイズする
　図１～７に関して上に説明した補助装置または入力アクセラレータ装置は、種々のホス
ト装置とのインターフェースとなるように実装することにより、入力機能を制御し、そし
て／またはデータを補助装置とホスト装置との間で転送することができる。本明細書にお
いて使用されるデータとは、通信目的で必要とされる情報や、ホスト装置に搭載されるソ
フトウェアアプリケーションをインストールしたり、開始したり、操作したりするために
必要な情報や、ホスト装置に格納される他のタイプのモバイルコンテンツを指すことがで
きる。通信目的のデータとして、音声コールをモバイル機器で開始したり、維持したり、
終了したりするための情報（例えば、事前登録電話番号、開始、停止、電話帳のエントリ
選択、ボリュームコントロール）や、テキストメッセージをショートメッセージングサー
ビス（ＳＭＳ）を利用して送信するための情報や、緊急時のＣａｍｐｕｓ　Ｐｏｌｉｃｅ
（大学警察）または９１１通報のようなセキュリティサービスプロバイダに送信される地
域情報を挙げることができる。アプリケーションをインストールしたり、開始したり、実



(22) JP 5114415 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

行したりするためのデータとして、補助装置からホスト装置に配信される実際のアプリケ
ーションを挙げることができ、または生産性ソフトウェア（例えば、ワードプロセッサ、
メッセージングアプリケーション、企業ソフトウェアなど）またはゲームソフトウェア（
例えば、カードゲーム、カジノゲーム、運転ゲーム、１人称シューティングゲーム、ロー
ルプレイゲームなど）を含む種々のアプリケーションを実行するために必要な情報を挙げ
ることができる。ホスト装置に格納される他のモバイルコンテンツとして、ビジュアルコ
ンテンツ（例えば、壁紙、写真など）、音楽ファイル（例えば、ＭＰ３ソング、ＭＩＤＩ
ファイル、ＷＡＶファイル、リングトーン、警告音など）、マルチメディアファイル（例
えば、ビデオクリップなど）、アドレス帳エントリ（例えば、名前、アドレス、電話番号
、ｅｍａｉｌアドレスなど）、カレンダーエントリ、文書（例えば、プレゼンテーション
ファイル、テキストファイルなど）、コンピュータコマンドまたはコンピュータ命令、音
声データなどを挙げることができる。補助装置は、携帯電話機、ｉＰｏｄ、ＭＰ３プレー
ヤ、ＰＤＡなどのような携帯型ホスト装置とのインターフェースとなることができる。或
る実施形態では、補助装置は、衛星無線装置、ラップトップ、デスクトップ、ビデオゲー
ムコンソール、テレビジョン、ＤＶＤプレーヤ、及びステレオシステムのような他の適切
なコンシューマ向け電子ホスト装置とのインターフェースとなることができる。
【００７０】
　一の態様では、補助装置を実装することにより、ホスト装置を制御するようにカスタマ
イズされたユーザインターフェースを実現することができる。ユーザインターフェースを
カスタマイズすることにより、ホスト装置に対する特定ユーザによる制御を容易にするこ
とができる。特定ユーザとして、子供、視覚障害者、高齢者、及びカスタマイズされたユ
ーザインターフェースの利点を享受する他のユーザを挙げることができる。図８は、この
ような特定ユーザのためにカスタマイズされたユーザインターフェースを実現するために
用いられる補助装置８００の機能ブロック図を示している。本明細書に開示する補助装置
８００は、図１～４に関して上に説明した入力アクセラレータ１００及び２００と同様の
機能を備えることができる。補助装置８００は、プロセッサ８０２と、ストレージユニッ
ト８１０と、通信チャネル８１４と、入力ユニット８２２と、そして出力ユニット８２０
と、を含む。補助装置８００のこれらの機能部分はデータバス８１２によって互いに通信
可能に接続される。ホスト装置８５０は従来の移動装置機能部分を含むことができ、移動
装置機能部分として、ホストプロセッサ８６０、通信チャネル８６２、そしてモバイル音
声／データネットワーク８８０との接続を適切な通信プロトコル８１８を使用して行なう
トランシーバ８６４を挙げることができる。
【００７１】
　補助装置８００は携帯型ホスト装置８５０とのインターフェースを、２つの通信チャネ
ル８１４と８６２との間の通信リンクを開始することにより取ることができる。通信チャ
ネル８１４及び８６２は、図１～４に関して上に説明した種々の通信媒体８３０に結合す
ることができる。例えば、無線接続はＷｉＦｉ接続、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続、ＷｉＭａ
ｘ接続、またはＩＲ接続、或いは短距離無線接続を含むことができる。通信チャネル８１
４は、補助装置８００と携帯型ホスト装置８５０との間の双方向通信リンクを確立する機
能を備える。一の実施形態では、通信チャネル８１４は、音声データ用チャネル（Ａ）及
び非音声データ用チャネル（Ｂ）の２つの個別チャネルを含む。別の実施形態では、通信
チャネル８１４は、音声データ及び非音声データの両方を単一のチャネルで送信すること
ができる。
【００７２】
　入力ユニット８２２を実装することにより、複数のユーザ入力要素を有する入力アセン
ブリを組み込むことができる。図１～７ｄを参照しながら上に説明したように、入力アセ
ンブリは、複数の入力アセンブリユニットを含むように構成することができ、この場合、
各入力アセンブリユニットは補助装置８００の異なる表面に配置される。これらのユーザ
入力要素は複数のユーザ入力機能に、図１～７ｄに関して上に説明した方法を使用して選
択的に割り当てることができる。ユーザ入力要素を割り当てる操作を行なうことにより、
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ホスト装置８５０を制御するためにカスタマイズされたユーザインターフェースを実現す
ることができる。
【００７３】
　図９は、カスタマイズされたユーザ入力要素９１０を有する補助装置９００の一の実施
形態を示している。カスタマイズされたユーザ入力要素９１０を搭載して、ホスト装置９
５０の選択入力機能に割り当てる。ユーザが、選択入力機能に選択的に割り当てられたこ
れらのユーザ入力要素９１０の内の一つのユーザ入力要素を作動させると、通信リンク９
２０が確立されて、データが補助装置９００とホスト装置９５０との間で転送される。転
送されるデータは、作動した入力要素に対応する入力信号を含むことができる。ホスト装
置が、補助装置から送信される入力信号を受信すると、ホストプロセッサ８６０は受信入
力信号を解釈し、そして全ての必要なアプリケーションを起動してホスト装置９５０の入
力機能を実行する。
【００７４】
　エンドユーザは、入力要素に割り当てるべき入力機能を決定し、そして選択することが
できる。図９ｂは、ホスト装置９５０の選択数の入力機能を子供が制御するためにカスタ
マイズされた入力要素９１０ａ～ｆを有する補助装置９００の詳細図を示している。例え
ば、補助装置９００の入力要素９１０ａ～ｆをホスト装置９５０の選択入力機能に、図１
～７を参照しながら上に説明したマッピング方法を使用して割り当てることにより、ユー
ザインターフェースを簡易化して子供が使用することができるようにする。選択的に割り
当てられた入力機能として、例えば、１）Ｓｔａｒｔ　Ｃａｌｌ　９１０ａ（呼の開始：
９１０ａ）、２）Ｅｎｄ　Ｃａｌｌ　ａｎｄ　Ｐｏｗｅｒ　Ｏｎ／Ｏｆｆ　９１０ｂ（呼
の終了、及び電源オン／オフ：９１０ｂ）、３）Ｃａｌｌ　Ｍｏｍｍｙ　９１０ｄ（ママ
に電話する：９１０ｄ）、４）Ｃａｌｌ　Ｄａｄｄｙ　９１０ｃ（パパに電話する：９１
０ｃ）、５）Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｈｏｎｅ　Ｂｏｏｋ　９１０ｅ（電話帳を見る：９１０ｅ
）、及び６）Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ／Ｐａｎｉｃ　９１０ｆ（緊急／パニック：９１０ｆ）
を挙げることができる。図９ｂに示すように、ユーザ入力要素９１０ａ～ｆは視覚インジ
ケータ（例えば、Ｃａｌｌ　Ｍｏｍｍｙボタン９１０ｄは、図９ｂの女性のような姿をし
たアイコンを使用して表示される）を含むことができる。親は電話帳ボタン９１０ｅを事
前にプログラムして、電話番号（例えば、ベビーシッター、祖父母）の短いリストを作成
し、子供のモバイルハンドセット（すなわち、ホスト装置９５０）から発信される呼を制
限することができる。電話帳９１０ｅは少なくとも、入力要素９１０ａ～ｆに直接割り当
てられていない電話番号を含む。緊急／パニック入力要素をプログラムすることにより、
子供が緊急／パニック入力要素を、９１１が自動的にダイヤルされる前の所定時間の間だ
け押し続けなければならないようにすることができる。押し続けるこの所定時間を適用す
ることにより、緊急／パニック入力要素９１０ｆを間違って作動させることによる誤アラ
ームを防止することができる。更に、補助装置９００は、子供が、自分自身が非常に困難
な状況に陥りそうであると感じたときに、９１１コールが発呼されると必ず騒々しい警告
音を発して困難な状況を回避するように構成することができる。
【００７５】
　入力要素９１０ａ～ｆをホスト装置９５０の上述の入力機能、または他の入力機能に割
り当てるようにプログラムする前に、通信リンクを補助装置９００とホスト装置９５０と
の間に確立して、両方の装置の適切なシステム設定を検証し、そして初期化することがで
きる。一旦、補助装置９００が上述のようにカスタマイズされると、子供はホスト装置９
５０（例えば、モバイルハンドセット）とのインターフェースを取って発呼する必要はな
い。実際、モバイルハンドセット９５０が補助装置９００とモバイルハンドセット９５０
との間の通信リンクによるカバー範囲に位置しているとすると、子供は彼／彼女の母親ま
たは父親に電話を掛けるときに、モバイルハンドセット９５０を彼／彼女のリュックサッ
クまたは他の場所に収納したままの状態にしておくことができる。補助装置９００を直接
使用した電話発呼を容易にするために、マイクロフォン（図示せず）及びスピーカ（図示
せず）を補助装置９００に組み込むことができる。例えば、マイクロフォンは入力ユニッ
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ト８２２に組み込み（図８参照）、そしてスピーカは出力ユニット８２０に組み込むこと
ができる（図８参照）。図９ｃは、子供が、ホスト装置９５０（例えば、モバイルハンド
セット）をリュックサックの中に放置したままの状態で、補助装置９００を使用して発呼
する様子を示している。或る実施形態では、補助装置９００には、図９ｄに示すように、
電話発呼を行なう場合のスピーカフォンを搭載することもできる。
【００７６】
　一の態様では、本明細書において説明する補助装置９００を用いることにより、（１）
補助装置とホスト装置または一つ以上の更に別の補助装置との間の音声通信、（２）補助
装置とホスト装置または一つ以上の更に別の補助装置との間の無線通信リンクを使用して
の、本明細書において説明するようなデータ送信、及び（３）データ送信に使用される同
じ無線通信リンクを経由しての補助装置とホスト装置または一つ以上の更に別の補助装置
との間の短距離音声通信に関連する機能を実行することができる。無線通信リンクは、Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈのような、本明細書において説明する方式に従った従来のいずれかの無
線プロトコルを実装することができる。例えば、補助装置９００を用いることにより、補
助装置とホスト装置との間のデータ送信に使用される無線通信メカニズムを利用すること
ができる。通信チャネル８１４（図８参照）を実装することにより、短距離音声データを
補助装置８００とホスト装置９５０との間で、これらの装置間で送信されるデータの他に
送受信することができる。これにより、補助装置は、短距離無線通信メカニズムを実装す
る必要のない携帯用無線機として機能することができる。同じ通信チャネルを利用して音
声転送及びデータ転送の両方を行なうことにより、補助装置を更に簡易なコスト効率の高
いデバイスとして構成することができる。携帯無線機能は、一人以上の人と通信するため
に有用な機能となることができ、セルラーネットワークに接続する必要がなく、かつ費用
の嵩む無線サービス使用料を負担することがない。携帯無線機能は、セルラーネットワー
クの通信状態が悪い場合にも有用な機能となることができる。更に、携帯無線機能は、親
が、親の近くに居るが見えない場所に居る（例えば、隣の建物に居る）彼／彼女の子供と
直ぐに通話しようとする場合に有用な機能となることができる。親のモバイルハンドセッ
ト９５０は、複数の補助装置９００と携帯無線モードで通信することができる。このよう
な実施形態では、各子供に補助装置９００だけを持たせ、モバイルハンドセット９５０は
持たせないようにすることができる。親及び彼／彼女の子供が通話したいと思う場合、彼
らは単に、短距離無線接続を利用して互いに会話することができ（例えば、各子供が補助
装置９００で通話する）、無線サービス使用料を負担することがない。補助装置９００及
びホスト装置９５０は、これらの装置が互いの電波が届く範囲の外に移動しているときに
、ビープ音のような警告信号を発して親及び子供に警告するように構成することができる
。
【００７７】
　一の実施形態では、同じ構成を用いて、子供が親から物理的に引き離されるときに、例
えば子供が遠足に出掛け、そして親が仕事に出ているときに長距離通信を行なう必要があ
る場合、及び親及び子供が互いに近くに居るが、互いの声を聞くことができる距離に位置
していないときに短距離通信を行なう必要がある場合の両方の場合に対処することができ
る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈリンク機能のような無線リンク機能を持つ補助装置９００は、２
つのモードの内の一方のモードで使用することができ、第１モードでは、ホスト装置９５
０を作動させてセルラーネットワークを経由して発呼して、子供が長距離通信を行なう必
要がある場合の通信を可能にし、第２モードでは、子供が所持する補助装置９００と、親
が所持するホスト装置９５０との間の携帯無線接続を確立して、親及び子供が短距離通信
を行なう必要がある場合の通信を可能にする。
【００７８】
　複数の補助装置９００を一つのホスト装置９５０と通信させる形態は他の例において有
用となり得る。例えば、大人（例えば、先生）の引率の下に一緒に遠足に出掛ける子供達
は、互いにこの形態を利用して通信することができる。子供を引率する大人はホスト装置
９５０（例えば、従来のモバイルハンドセット）を携行することができ、そして子供達は
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各自、補助装置９００を携帯無線モードで携行することができる。音声通信及び警告イン
ジケータ（上に説明した）を利用することにより、子供を引率する大人は容易に、全ての
子供を見守り続けることができる。このような実施形態は、混雑するモール、スポーツア
リーナなどにおけるように、種々の現場において適用することができる。
【００７９】
　或る実施形態では、補助装置９００を、特殊製品デザイン要素を組み込むように用いる
ことにより、子供または他のターゲット人口層の審美的感覚に訴える。例えば、ライセン
スされたキャラクター（例えば、漫画のキャラクター）を補助装置９００の筐体のデザイ
ンに取り入れることができる。デザイン要素によって、補助装置９００を子供にとって一
層魅力的なものとすることができる。図９は異なるデザイン要素を有する２つの補助装置
９００を示している。
【００８０】
　或る実施形態では、補助装置９００には、ゲームアプリケーションのようなアプリケー
ションソフトウェアを、適切なユーザインターフェース要素と一緒に事前に搭載して、ゲ
ームソフトウェアを実行する。例えば、補助装置９００は、視覚ディスプレイ（図示せず
）及びゲームコントロール（図示せず）を含むことができる。このような実施形態では、
補助装置９００はハンドヘルドゲーム機器として機能することもできる。別の構成として
、補助装置９００はゲームコントロール（図示せず）を含むことができ、ゲームコントロ
ールを使用してホスト装置（９５０）で実行されるゲームを制御することができる。この
ような実施形態では、ゲームアプリケーションは、補助装置９００からホスト装置９５０
にアプリケーション全部を配信することができる、またはゲームアプリケーションは、一
部が補助装置９００で実行され、そして一部がホスト装置９５０で実行されるように実行
することができ、この場合、双方向データリンクが２つの装置の間で、ゲームを実行して
いる間にリアルタイムで維持される。この実施形態についての更なる詳細は、本開示と同
時に出願された同時係属中の出願第ＸＸ／ＸＸＸＸＸＸ号に記載されており、この出願を
参照することにより、この出願の内容全体が本明細書に組み込まれる。
【００８１】
　或る実施形態では、補助装置９００は、全地球測位システム（ＧＰＳ）ユニットを組み
込むように構成され、ＧＰＳユニットによって親は、子供の移動先の場所を特定し、そし
て子供の動きを見守ることができる。ＧＰＳユニットは、携帯無線機能を備える形で実装
することにより、親が彼／彼女の子供を見守り続け、そして即座に子供と通話する機能を
高めることができる。図９はＧＰＳを利用する実施形態を示している。モバイルハンドセ
ット９５０を携行する親は、補助装置を携行している彼／彼女の子供の位置を探索し、そ
して特定することができる。この実施形態についての更なる詳細は、本開示と同時に出願
された同時係属中の出願第ＸＸ／ＸＸＸＸＸＸ号に記載されており、この出願を参照する
ことにより、この出願の内容全体が本明細書に組み込まれる。
【００８２】
　本明細書において説明した補助装置は、幼児以外の人口層に利点をもたらすように構成
することができる。例えば、視力の低下した高齢者は、従来のハンドセットの入力機能に
割り当てられた大型ボタンを配置した構成の補助装置を便利に使用することができる。別
の構成として、言葉を発することができない、または意思疎通する能力を失った人は、介
護者が所持するホスト装置または別の補助装置のいずれかの装置との通信リンクを即座に
確立する入力機能に割り当てられた簡易ボタンを搭載した補助装置の簡易バージョンを使
用することにより便利さを享受することができる。更に、言葉を発することができない人
は、テキストメッセージングに最適化され、かつカスタマイズされたユーザ入力要素を有
する補助装置を携行することができる。
【００８３】
　更に、ここに説明する入力アクセラレータ装置は、複数の「スレーブ」装置またはホス
ト装置と通信する「マスタ」装置として用いることができる。ユーザは一つのホスト装置
から別のホスト装置に、所望のホスト装置を、入力アクセラレータ装置に配置されるスク
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リーンまたはＬＣに表示することができるホスト装置リストから選択するだけで容易に切
り替えることができる。例えば、ユーザは、携帯電話機のようなホスト装置を選択的に制
御して、電話コールに入力アクセラレータ装置を使用して応答することができる。発呼者
とハンドセット７００を使用して会話する場合、ユーザは発呼者を待たせ、そしてＰＤＡ
のような別のホスト装置に登録されるｅｍａｉｌアドレスを、ＰＤＡを選択的に制御する
ことによりルックアップすることができる。ｅｍａｉｌアドレスを取り出した後、ユーザ
は電話の会話に、携帯電話機の制御に選択的に切り替えて元の状態とすることにより戻る
ことができる。
【００８４】
　上に説明した実施形態のいずれの実施形態においても、能動的及び／又は受動的触覚フ
ィードバックを用いることができる。受動的触覚フィードバックを実現するために、第１
及び／又は第２入力アセンブリの入力要素を、ドームキャップまたはドームスプリングの
ような触知可能な戻り止めと組み合わせて、ユーザが、当該ユーザの４本指または親指で
入力要素の活性化状態及び／又は非活性化状態を触知することができるようにする。一の
実施形態では、種々の構成の中でもとりわけ、触知可能な戻り止めが入力要素のアクチュ
エータ部品とセンサ部品との間に配置されるようにすることができる。能動的触覚フィー
ドバックを実現するために、一つ以上の振動ユニットまたは力生成ユニットを携帯型電子
機器に搭載し、そして作動させてタップの強さ、またはインデックスの貼り付け位置の高
さ、或いは他の情報をユーザに伝えることができる。振動ユニットは、モータのシャフト
に偏心部を設けた電気モータ、ソレノイド、可変リラクタンス型装置、拡声器、または触
覚フィードバックを与えることができる他のいずれかのバイブレーターとすることができ
る。力生成ユニットは非振動モードのソレノイド、モータ、非振動型アクチュエータ、ま
たは力を生成することができる他のいずれかのアクチュエータとすることができる。振動
ユニット及び／又は力生成ユニットは各入力要素に配設することができる。当該事例にお
いては、振動ユニット及び／又は力生成ユニットを入力要素の下に装着して、振動ユニッ
ト及び／又は力生成ユニットが作動すると、振動ユニット及び／又は力生成ユニットによ
って電子機器の表面が、伝える情報によって変わる形で異なる高さ、または位置に押し出
されるようにすることができる。従って、圧力センサパッドまたはタッチパッドを入力要
素として使用する実施形態では、階段状アレイを構成して、インデックスの貼り付け位置
の高さがタッチパッドまたは圧力センサパッドを横切って徐々に高くなる感覚を与えるよ
うにすることができる。振動ユニット及び／又は力生成ユニットを使用して触覚フィード
バックを与えることにより、ゲームアプリケーションにおけるターゲットロックのように
、目標を捕捉したときの瞬間的な達成感を与えることもできる。触覚フィードバックは、
ソレノイドのようなアクチュエータによって与えることもでき、ソレノイドによって、入
力要素の硬さを電気的に変化させることにより、またはユーザの手または指を押すことに
より、ソフトウェアアプリケーションにおける注目イベントを通知する。
【００８５】
　ここに説明する計算構造は、アナログまたはデジタル電子回路の中で、或いはコンピュ
ータハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、或いはこれらの要素の組み合わせの
中で実現することができる。必要に応じて、これらのシステム及び方法の種々の態様は、
機械読み取り可能な記憶媒体に明確に具体化され、かつプログラマブルプロセッサが実行
するコンピュータプログラム製品の中で実現することができ、そして、方法ステップはプ
ログラマブルプロセッサによって実行することができ、これによって命令プログラムを実
行して、入力データを処理し、そして出力を生成することにより機能を実行する。
【００８６】
　上に説明したシステム及び方法は、親指及び４本指の身体的機能を利用することができ
る、すなわち親指及び４本指が向かい合う性質、４本指による繊細な運動制御、及び親指
による広範囲の運動、及び強い力を加える能力を使用する。４本指及び親指を一緒に動か
すことにより、一つの所定の機能を実行するために必要になるタップ回数を少なくし、そ
して時間を短くし、正確さを高め、そして他のシステムに必要とされる使い慣れをするの
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ではなく、ヒトの手に本来備わっている自然なプログラミングを利用することができる。
【００８７】
　多くの実施形態について説明してきた。他の実施形態は異なる特徴、または更に別の特
徴を含むことができる。例えば、正面、背面、及び側面入力アセンブリの一つ以上の入力
要素の他の構成を実現することができる。また、本明細書に説明する入力アクセラレータ
装置は６個よりも多くの、または少ない平坦表面または凹凸表面を有することができる。
更に、入力アセンブリの入力要素の数は、上の実施形態に記載される入力要素の数に制限
されない。また、入力アセンブリの一つ以上の入力要素は、キー、ボタン、タッチパッド
、他のタイプのパッド、ロッカー、スライダ、ダイヤル、コンタクトセンサ、またはいず
れかのセンサに接続される他のアクチュエータのような、この技術分野の当業者には公知
のいずれかの入力形式、または選択形式とすることができる。アクチュエータに接続され
る各センサは、デジタル瞬時オン／オフスイッチ、または圧力センサ（例えば、力検出抵
抗、圧電膜センサ、または静電容量センサ）のようなアナログセンサ、または位置検出セ
ンサ（例えば、ロータリーポテンショメータ、ロータリーエンコーダ、またはリニアポテ
ンショメータ、リニアエンコーダ）、またはこの技術分野の当業者に公知の他のアナログ
センサ、或いは加速度計またはジャイロスコープを含むことができる。入力アセンブリは
、これらの異なるタイプの入力要素または選択要素の組み合わせを含むことができ、これ
らの要素は図に示す構成で装着することにより、または装置に収容することにより装置全
体の動きによる制御を可能にする。
【００８８】
　更に、ハイブリッド構成の補助用入力アクセラレータ装置の他の実施形態を用いること
ができる。人々は既に、既存の補助装置を持ち歩いており、これらの補助装置は、更に別
のセンサを装備することにより、更に別の入力信号をホスト装置に供給して入力能力を高
めることができる。財布の中に、札入れの中に入れて、またはキーチェーンに付けて持ち
運ぶデバイスは、これらのデバイスが既に別の主要機能を提供しているので理想的であり
、そして入力能力をこれらのデバイス利用して高めることにより、融合型アクセラレータ
装置が得られ、このアクセラレータ装置によって、ユーザにとっての操作性を、一人の人
が持ち歩くために必要とするアイテムの数を増やすことなく大幅に高めることができる。
スタンドアローン型のリモートコントロール形態と同じように、これらの融合型入力アク
セラレータ装置はホスト装置とＢｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルを使用して無線通信する、
または無線波の送受信が可能な範囲で確立される赤外線リンクにより無線通信することが
できる。別の構成として、融合型入力アクセラレータ装置をホスト装置に、ホスト装置に
既に配設されているヘッドセットジャックのようなコネクタを利用して、または上に説明
した多くのデータポートの内の一つのポートを利用して物理的にプラグ接続することがで
きる。
【００８９】
　別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、リモートキーレスエントリー装
置を備える自動車キーとすることができ、リモートキーレスエントリー装置は、ほとんど
の人々がキーチェーンに付けて持ち歩くときの普通のデバイスである。リモートキーレス
エントリー装置には既にボタン、無線周波数（ＲＦ）リンク、及びオンボードプロセッサ
が搭載されて、セキュリティ情報をリモートキーレスエントリー装置からホスト車両に送
信して、ドア、窓、またはトランクを開ける、温度湿度調節（ｃｌｉｍａｔｅ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）設定を変更する、または他のいずれかの車両機能を離れた場所から制御する。ほ
とんどのリモートキーレスエントリー装置は更に、サイズが小さく、かつなめらかなフォ
ームファクタを持つ。ボタン、タッチパッド、または連続するセンサ片を含む一つ以上の
入力アセンブリをリモートキーレスエントリー装置に組み込むことにより、リモートキー
レスエントリー装置をハイブリッド型デバイスに変えることができ、このハイブリッド型
デバイスがホスト装置の入力アクセラレータ装置として機能することができる。ハイブリ
ッド型リモートキーレスエントリー入力アクセラレータ装置はホスト装置と、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈプロトコル、長距離ＲＦプロトコル、または赤外線プロトコルを使用して通信す
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ることができる。
【００９０】
　更に別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はリモートガレージドア開閉装
置とすることができる。これらのリモート開閉装置は通常、自動車のサンバイザーにクリ
ップで装着して使用されるようであるが、これらの開閉装置は更にサイズを小型化し、そ
してキーチェーンに付けて持ち歩くこともできる。これらの装置は、ホスト装置の入力ア
クセラレータ装置としての使用に適するボタン及びセンサを搭載するように容易に機能強
化することができる。
【００９１】
　一の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はプログラム可能な無線周波数識別
（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＲＦＩＤ）キーフ
ォブとすることができる。今日では、多くの勤労者が、安全性が確保された勤労者の仕事
場にＲＦＩＤキーフォブを利用して出入りする。このようなキーフォブの回路を、ボタン
、センサアレイ、及び無線通信プロトコルを備える入力アクセラレータ装置の内部に収容
して、ホスト装置の補助用入力アクセラレータ装置として使用することができる。
【００９２】
　別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はスマートカードとすることができ
る。欧州及びアジアでは、ＲＦＩＤキーフォブと同様の技術を利用する非接触型無線スマ
ートカードが益々、種々の商取引に使用されるようになっている。例えば、コロンビア特
別区の地下鉄システムでは、全てのターミナルでスマートカードを利用することができ、
そして人々は乗車賃を、プリペイドスマートカードを収容した財布を設置改札機の上を滑
らせることにより精算することができる。このようなスマートカードは、キーチェーンに
付けて持ち歩くことができる入力アクセラレータ装置に組み込むことができる。従って、
スマートカード型入力アクセラレータを使用して、ホスト装置に対する操作性を高めるだ
けでなく、日常生活における本人証明及び精算の主な方法として利用することができる。
【００９３】
　更に別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はユニバーサルリモートコント
ロール装置とすることができる。ソフトキーを備えるポケットサイズのユニバーサルリモ
ートコントロール装置は、携帯電話機のようなホスト装置の他に、テレビジョン、ＤＶＤ
プレーヤ、ＶＨＳプレーヤ、及びサウンドシステムのような全ての標準的な家庭用娯楽機
器を制御するように構成することができる。ユニバーサルリモートコントロール装置は、
同じ赤外線リンクを使用して家庭用娯楽機器と、そして携帯電話機と通信することができ
る、或いはユニバーサルリモートコントロール装置は携帯電話機と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
プロトコルのような別の無線プロトコルを使用して通信することができる。
【００９４】
　更に別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、入力アクセラレータ装置の
機能を搭載したデジタル腕時計とすることができる。デジタル腕時計、特にランニング用
または運動用腕時計は通常、デジタルディスプレイと、そしてラップタイム、心拍数、及
び他の重要な生物学的統計量を追跡する多数のボタンと、を有する。これらの腕時計は更
に通常、普通の腕時計よりも大きな表面積を有する。これらの腕時計は容易にプログラム
することができ、そして更に別のセンサアレイを適宜組み込んで装備を改良することによ
り、ホスト装置の入力アクセラレータ装置として使用することができる。
【００９５】
　一の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、ｉＰｏｄのようなＭＰ３装置と
することができる。モバイルプラットフォームを利用したマルチメディアコンテンツ配信
が普通になっているが、現在では多くの人々が依然として個別のＭＰ３プレーヤを持ち歩
いて音楽を聴いている。ｉＰｏｄまたは他のＭＰ３プレーヤには既にセンサ及びボタンが
搭載されており、これらのセンサ及びボタンは、携帯電話機のようなホスト装置とのイン
ターフェースとなる入力アクセラレータ装置として使用するために容易に機能強化するこ
とができる。ＭＰ３プレーヤはホスト装置との接続を、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈのような既存
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の無線プロトコル、または更に別の無線プロトコルを使用して行なうことができる。
【００９６】
　一の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、最大限に融合した無線リモート
コントローラ装置とすることができる。上に説明した複数の実施形態の幾つか、または全
てを組み合わせることにより、単一の融合型入力アクセラレータ装置とすることができる
。装置のフォームファクタをキーフォブのフォームファクタとすることによりキーチェー
ンに取り付けることができる、腕時計のフォームファクタとすることにより腕に装着する
ことができる、または持ち運びを容易にする他のいずれかの小型フォームファクタとする
ことができる。最大限に融合したリモートコントローラ装置は、短距離または長距離無線
リンクを利用することができる更に別の全てのデバイスを制御する機能の他に、次の機能
の全てを実行することができる。最大限に融合したリモートコントローラ装置は、キー及
び任意のセンサアレイを備えた携帯電話機用入力アクセラレータ装置、長距離ＲＦ回路を
備えたリモートキーレスエントリー装置、リモートガレージドア開閉装置、短距離受動Ｒ
Ｆ回路を備えたＲＦＩＤキーフォブ、短距離受動ＲＦ回路を備えた本人証明／商取引用の
スマートカード、家庭用娯楽システム用のユニバーサルリモートコントローラ装置として
機能することができ、そして／または人々が取り込みたいと考える他のいずれかの補助機
能を提供することができる。
【００９７】
　更に、データ入力、デバイスコントロール、またはゲームコントロールを可能にする本
方法は、異なる順番で実行することができ、そして異なる順番で実行しても所望の結果を
もたらすことができる。従って、他の実施形態は以下の請求項の技術範囲に包含される。
【００９８】
　更に、ここに説明する入力アクセラレータ装置は、複数の「スレーブ」装置またはホス
ト装置と通信する「マスタ」装置として用いることができる。ユーザは一つのホスト装置
から別のホスト装置に、所望のホスト装置を、入力アクセラレータ装置に配置されるスク
リーンまたはＬＣに表示することができるホスト装置リストから選択するだけで容易に切
り替えることができる。例えば、ユーザは、携帯電話機のようなホスト装置を選択的に制
御して、電話コールに入力アクセラレータ装置を使用して応答することができる。発呼者
とハンドセット７００を使用して会話する場合、ユーザは発呼者を待たせ、そしてＰＤＡ
のような別のホスト装置に登録されるｅｍａｉｌアドレスを、ＰＤＡを選択的に制御する
ことによりルックアップすることができる。ｅｍａｉｌアドレスを取り出した後、ユーザ
は電話の会話に、携帯電話機の制御に選択的に切り替えて元の状態とすることにより戻る
ことができる。
【００９９】
　上に説明した実施形態のいずれの実施形態においても、能動的及び／又は受動的触覚フ
ィードバックを用いることができる。受動的触覚フィードバックを実現するために、第１
及び／又は第２入力アセンブリの入力要素を、ドームキャップまたはドームスプリングの
ような触知可能な戻り止めと組み合わせて、ユーザが、当該ユーザの４本指または親指で
入力要素の活性化状態及び／又は非活性化状態を触知することができるようにする。一の
実施形態では、種々の構成の中でもとりわけ、触知可能な戻り止めが入力要素のアクチュ
エータ部品とセンサ部品との間に配置されるようにすることができる。能動的触覚フィー
ドバックを実現するために、一つ以上の振動ユニットまたは力生成ユニットを携帯型電子
機器に搭載し、そして作動させてタップの強さ、またはインデックスの貼り付け位置の高
さ、或いは他の情報をユーザに伝えることができる。振動ユニットは、モータのシャフト
に偏心部を設けた電気モータ、ソレノイド、可変リラクタンス型装置、拡声器、または触
覚フィードバックを与えることができる他のいずれかのバイブレーターとすることができ
る。力生成ユニットは非振動モードのソレノイド、モータ、非振動型アクチュエータ、ま
たは力を生成することができる他のいずれかのアクチュエータとすることができる。振動
ユニット及び／又は力生成ユニットは各入力要素に配設することができる。当該事例にお
いては、振動ユニット及び／又は力生成ユニットを入力要素の下に装着して、振動ユニッ
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ト及び／又は力生成ユニットが作動すると、振動ユニット及び／又は力生成ユニットによ
って電子機器の表面が、伝える情報によって変わる形で異なる高さ、または位置に押し出
されるようにすることができる。従って、圧力センサパッドまたはタッチパッドを入力要
素として使用する実施形態では、階段状アレイを構成して、インデックスの貼り付け位置
の高さがタッチパッドまたは圧力センサパッドを横切って徐々に高くなる感覚を与えるよ
うにすることができる。振動ユニット及び／又は力生成ユニットを使用して触覚フィード
バックを与えることにより、ゲームアプリケーションにおけるターゲットロックのように
、目標を捕捉したときの瞬間的な達成感を与えることもできる。触覚フィードバックは、
ソレノイドのようなアクチュエータによって与えることもでき、ソレノイドによって、入
力要素の硬さを電気的に変化させることにより、またはユーザの手または指を押すことに
より、ソフトウェアアプリケーションにおける注目イベントを通知する。
【０１００】
　ここに説明する計算構造は、アナログまたはデジタル電子回路の中で、或いはコンピュ
ータハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、或いはこれらの要素の組み合わせの
中で実現することができる。必要に応じて、これらのシステム及び方法の種々の態様は、
機械読み取り可能な記憶媒体に明確に具体化され、かつプログラマブルプロセッサが実行
するコンピュータプログラム製品の中で実現することができ、そして、方法ステップはプ
ログラマブルプロセッサによって実行することができ、これによって命令プログラムを実
行して、入力データを処理し、そして出力を生成することにより機能を実行する。
【０１０１】
　上に説明したシステム及び方法は、親指及び４本指の身体的機能を利用することができ
る、すなわち親指及び４本指が向かい合う性質、４本指による繊細な運動制御、及び親指
による広範囲の運動、及び強い力を加える能力を使用する。４本指及び親指を一緒に動か
すことにより、一つの所定の機能を実行するために必要になるタップ回数を少なくし、そ
して時間を短くし、正確さを高め、そして他のシステムに必要とされる使い慣れをするの
ではなく、ヒトの手に本来備わっている自然なプログラミングを利用することができる。
【０１０２】
　多くの実施形態について説明してきた。他の実施形態は異なる特徴、または更に別の特
徴を含むことができる。例えば、正面、背面、及び側面入力アセンブリの一つ以上の入力
要素の他の構成を実現することができる。また、本明細書に説明する入力アクセラレータ
装置は６個よりも多くの、または少ない平坦表面または凹凸表面を有することができる。
更に、入力アセンブリの入力要素の数は、上の実施形態に記載される入力要素の数に制限
されない。また、入力アセンブリの一つ以上の入力要素は、キー、ボタン、タッチパッド
、他のタイプのパッド、ロッカー、スライダ、ダイヤル、コンタクトセンサ、またはいず
れかのセンサに接続される他のアクチュエータのような、この技術分野の当業者には公知
のいずれかの入力形式、または選択形式とすることができる。アクチュエータに接続され
る各センサは、デジタル瞬時オン／オフスイッチ、または圧力センサ（例えば、力検出抵
抗、圧電膜センサ、または静電容量センサ）のようなアナログセンサ、または位置検出セ
ンサ（例えば、ロータリーポテンショメータ、ロータリーエンコーダ、またはリニアポテ
ンショメータ、リニアエンコーダ）、またはこの技術分野の当業者に公知の他のアナログ
センサ、或いは加速度計またはジャイロスコープを含むことができる。入力アセンブリは
、これらの異なるタイプの入力要素または選択要素の組み合わせを含むことができ、これ
らの要素は図に示す構成で装着することにより、または装置に収容することにより装置全
体の動きによる制御を可能にする。
【０１０３】
　更に、ハイブリッド構成の補助用入力アクセラレータ装置の他の実施形態を用いること
ができる。人々は既に、既存の補助装置を持ち歩いており、これらの補助装置は、更に別
のセンサを装備することにより、更に別の入力信号をホスト装置に供給して入力能力を高
めることができる。財布の中に、札入れの中に入れて、またはキーチェーンに付けて持ち
運ぶデバイスは、これらのデバイスが既に別の主要機能を提供しているので理想的であり
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、そして入力能力をこれらのデバイス利用して高めることにより、融合型アクセラレータ
装置が得られ、このアクセラレータ装置によって、ユーザにとっての操作性を、一人の人
が持ち歩くために必要とするアイテムの数を増やすことなく大幅に高めることができる。
スタンドアローン型のリモートコントロール形態と同じように、これらの融合型入力アク
セラレータ装置はホスト装置とＢｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルを使用して無線通信する、
または無線波の送受信が可能な範囲で確立される赤外線リンクにより無線通信することが
できる。別の構成として、融合型入力アクセラレータ装置をホスト装置に、ホスト装置に
既に配設されているヘッドセットジャックのようなコネクタを利用して、または上に説明
した多くのデータポートの内の一つのポートを利用して物理的にプラグ接続することがで
きる。
【０１０４】
　別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、リモートキーレスエントリー装
置を備える自動車キーとすることができ、リモートキーレスエントリー装置は、ほとんど
の人々がキーチェーンに付けて持ち歩くときの普通のデバイスである。リモートキーレス
エントリー装置には既にボタン、無線周波数（ＲＦ）リンク、及びオンボードプロセッサ
が搭載されて、セキュリティ情報をリモートキーレスエントリー装置からホスト車両に送
信して、ドア、窓、またはトランクを開ける、温度湿度調節（ｃｌｉｍａｔｅ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）設定を変更する、または他のいずれかの車両機能を離れた場所から制御する。ほ
とんどのリモートキーレスエントリー装置は更に、サイズが小さく、かつなめらかなフォ
ームファクタを持つ。ボタン、タッチパッド、または連続するセンサ片を含む一つ以上の
入力アセンブリをリモートキーレスエントリー装置に組み込むことにより、リモートキー
レスエントリー装置をハイブリッド型デバイスに変えることができ、このハイブリッド型
デバイスがホスト装置の入力アクセラレータ装置として機能することができる。ハイブリ
ッド型リモートキーレスエントリー入力アクセラレータ装置はホスト装置と、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈプロトコル、長距離ＲＦプロトコル、または赤外線プロトコルを使用して通信す
ることができる。
【０１０５】
　更に別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はリモートガレージドア開閉装
置とすることができる。これらのリモート開閉装置は通常、自動車のサンバイザーにクリ
ップで装着して使用されるようであるが、これらの開閉装置は更にサイズを小型化し、そ
してキーチェーンに付けて持ち歩くこともできる。これらの装置は、ホスト装置の入力ア
クセラレータ装置としての使用に適するボタン及びセンサを搭載するように容易に機能強
化することができる。
【０１０６】
　一の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はプログラム可能な無線周波数識別
（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ：ＲＦＩＤ）キーフ
ォブとすることができる。今日では、多くの勤労者が、安全性が確保された勤労者の仕事
場にＲＦＩＤキーフォブを利用して出入りする。このようなキーフォブの回路を、ボタン
、センサアレイ、及び無線通信プロトコルを備える入力アクセラレータ装置の内部に収容
して、ホスト装置の補助用入力アクセラレータ装置として使用することができる。
【０１０７】
　別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はスマートカードとすることができ
る。欧州及びアジアでは、ＲＦＩＤキーフォブと同様の技術を利用する非接触型無線スマ
ートカードが益々、種々の商取引に使用されるようになっている。例えば、コロンビア特
別区の地下鉄システムでは、全てのターミナルでスマートカードを利用することができ、
そして人々は乗車賃を、プリペイドスマートカードを収容した財布を設置改札機の上を滑
らせることにより精算することができる。このようなスマートカードは、キーチェーンに
付けて持ち歩くことができる入力アクセラレータ装置に組み込むことができる。従って、
スマートカード型入力アクセラレータを使用して、ホスト装置に対する操作性を高めるだ
けでなく、日常生活における本人証明及び精算の主な方法として利用することができる。
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【０１０８】
　更に別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置はユニバーサルリモートコント
ロール装置とすることができる。ソフトキーを備えるポケットサイズのユニバーサルリモ
ートコントロール装置は、携帯電話機のようなホスト装置の他に、テレビジョン、ＤＶＤ
プレーヤ、ＶＨＳプレーヤ、及びサウンドシステムのような全ての標準的な家庭用娯楽機
器を制御するように構成することができる。ユニバーサルリモートコントロール装置は、
同じ赤外線リンクを使用して家庭用娯楽機器と、そして携帯電話機と通信することができ
る、或いはユニバーサルリモートコントロール装置は携帯電話機と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
プロトコルのような別の無線プロトコルを使用して通信することができる。
【０１０９】
　更に別の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、入力アクセラレータ装置の
機能を搭載したデジタル腕時計とすることができる。デジタル腕時計、特にランニング用
または運動用腕時計は通常、デジタルディスプレイと、そしてラップタイム、心拍数、及
び他の重要な生物学的統計量を追跡する多数のボタンと、を有する。これらの腕時計は更
に通常、普通の腕時計よりも大きな表面積を有する。これらの腕時計は容易にプログラム
することができ、そして更に別のセンサアレイを適宜組み込んで装備を改良することによ
り、ホスト装置の入力アクセラレータ装置として使用することができる。
【０１１０】
　一の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、ｉＰｏｄのようなＭＰ３装置と
することができる。モバイルプラットフォームを利用したマルチメディアコンテンツ配信
が普通になっているが、現在では多くの人々が依然として個別のＭＰ３プレーヤを持ち歩
いて音楽を聴いている。ｉＰｏｄまたは他のＭＰ３プレーヤには既にセンサ及びボタンが
搭載されており、これらのセンサ及びボタンは、携帯電話機のようなホスト装置とのイン
ターフェースとなる入力アクセラレータ装置として使用するために容易に機能強化するこ
とができる。ＭＰ３プレーヤはホスト装置との接続を、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈのような既存
の無線プロトコル、または更に別の無線プロトコルを使用して行なうことができる。
【０１１１】
　一の実施形態では、補助用入力アクセラレータ装置は、最大限に融合した無線リモート
コントローラ装置とすることができる。上に説明した複数の実施形態の幾つか、または全
てを組み合わせることにより、単一の融合型入力アクセラレータ装置とすることができる
。装置のフォームファクタをキーフォブのフォームファクタとすることによりキーチェー
ンに取り付けることができる、腕時計のフォームファクタとすることにより腕に装着する
ことができる、または持ち運びを容易にする他のいずれかの小型フォームファクタとする
ことができる。最大限に融合したリモートコントローラ装置は、短距離または長距離無線
リンクを利用することができる更に別の全てのデバイスを制御する機能の他に、次の機能
の全てを実行することができる。最大限に融合したリモートコントローラ装置は、キー及
び任意のセンサアレイを備えた携帯電話機用入力アクセラレータ装置、長距離ＲＦ回路を
備えたリモートキーレスエントリー装置、リモートガレージドア開閉装置、短距離受動Ｒ
Ｆ回路を備えたＲＦＩＤキーフォブ、短距離受動ＲＦ回路を備えた本人証明／商取引用の
スマートカード、家庭用娯楽システム用のユニバーサルリモートコントローラ装置として
機能することができ、そして／または人々が取り込みたいと考える他のいずれかの補助機
能を提供することができる。
【０１１２】
　更に、データ入力、デバイスコントロール、またはゲームコントロールを可能にする本
方法は、異なる順番で実行することができ、そして異なる順番で実行しても所望の結果を
もたらすことができる。従って、他の実施形態は以下の請求項の技術範囲に包含される。
【図面の簡単な説明】
【０１１３】
【図１】図１はヒューマンインターフェース入力システムを実装することができる携帯型
入力アクセラレータ装置のブロック図である。
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【図２】図２はヒューマンインターフェース入力システムを実装することができる入力ア
クセラレータ装置の別のブロック図である。
【図３】図３はヒューマンインターフェース入力システムのブロック図である。
【図４】図４はヒューマンインターフェース入力システムの入力アセンブリの詳細ブロッ
ク図である。
【図５ａ】携帯型入力アクセラレータ装置の正面図、側面図、及び背面図をそれぞれ示し
、第２入力アセンブリは、複数の構成可能な活性領域を有する圧力センサアレイを含む。
【図５ｂ】携帯型入力アクセラレータ装置の正面図、側面図、及び背面図をそれぞれ示し
、第２入力アセンブリは、複数の構成可能な活性領域を有する圧力センサアレイを含む。
【図５ｃ】携帯型入力アクセラレータ装置の正面図、側面図、及び背面図をそれぞれ示し
、第２入力アセンブリは、複数の構成可能な活性領域を有する圧力センサアレイを含む。
【図５ｄ】携帯型入力アクセラレータ装置の正面図、側面図、及び背面図をそれぞれ示し
、第２入力アセンブリは、複数の構成可能な活性領域を有する圧力センサアレイを含む。
【図６】図６は携帯型入力アクセラレータ装置に搭載される第２入力アセンブリの別の実
施形態を示す。
【図７ａ】リモートコントロール及び無線ハンドセットを組み合わせた形で備える携帯型
入力アクセラレータ装置の一の実施形態を示す。
【図７ｂ】リモートコントロール及び無線ハンドセットを組み合わせた形で備える携帯型
入力アクセラレータ装置の一の実施形態を示す。
【図７ｃ】リモートコントロール及び無線ハンドセットを組み合わせた形で備える携帯型
入力アクセラレータ装置の一の実施形態を示す。
【図７ｄ】リモートコントロール及び無線ハンドセットを組み合わせた形で備える携帯型
入力アクセラレータ装置の一の実施形態を示す。
【図８】図８は、カスタマイズされたユーザインターフェースを実現する補助装置のブロ
ック図である。
【図９ａ－ｂ】図９ａ～ｂは、カスタマイズされたユーザインターフェースを有する補助
装置の一の実施形態を示す。
【図９ｃ－ｄ】図９ｃ～ｄは、ホスト装置の音声通信機能を制御する補助装置を示す。
【図９ｅ】図９ｅは、ホスト装置または更に別の補助装置と通信する短距離無線トランシ
ーバを組み込むようにカスタマイズされた補助装置を示す。
【図９ｆ】図９ｆは、特定のフォームファクタを持つようにカスタマイズされた補助装置
を示す。
【図９ｇ】図９ｇは、全地球測位システム（ＧＰＳ）ユニットを搭載するようにカスタマ
イズされた補助装置を示す。
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５ａ】
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【図５ｂ】 【図５ｃ】

【図５ｄ】 【図６】
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【図７ａ】 【図７ｂ】

【図７ｃ】 【図７ｄ】
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【図８】 【図９ａ－ｂ】

【図９ｃ－ｄ】 【図９ｅ】

【図９ｆ】
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【図９ｇ】
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